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2016 年学長年頭挨拶

1. 年頭の祝詞

皆さん、 明けましておめでとうございます。
胃贔年2016年の希望に満ちた新年をご家族お揃
いにてお迎えのこととお慶び申し上げます。 今
年もすべての教職員と学生の皆さんにとって佳
き一年となりますようお祈りいたします。

2. 2016年の重要性

2016年は、 第2期中期目標期間が終了し、 第
3期中期目標期間が始まる重要な節目の年で
す。 私が学長に就任した2013年度は、 第2期中
期目標期間の後半に入る年でしたが、 ご承知の
通り、2013年度から2015年度までの後半3年間
は「改革加速期間」として設定され、「ミッショ
ンの再定義」が行われました。

同時に、 各国立大学の有する強み•特色や社
会的役割を踏まえた機能の強化への取組が強調
され、「地域活性化の中核的拠点」、 「全国的な
教育研究拠点」、 「世界水準の教育研究の展開拠
点」という国立大学の3つの機能分化が示され
ました。

一方で国の予算においては、 第3期における
国立大学法人運営費交付金を「抜本的に見直す」
とされ、 「各大学が強みや特色、 社会経済の変
化や学術研究の進展を踏まえて、 教育研究組織
や学内資源配分を恒常的に見直す」ことを促す
運営費交付金の配分方法が提示されました。

各国立大学の機能強化の方向性に応じた取組
をきめ細かく支援するための運営費交付金配分
上の3つの重点支援の枠組み、 という建前です
が、 それは、 機能強化の方向性に応じた重点配
分を行う運営費交付金配分の 「3類型化 」に他
なりません。 国立大学の淘汰の始まりを告げる

「3類型化」 であるように思われます。
重点支援①～③がその枠組みであり、 それは

3つの機能分化と呼応した形となっています。
本学が選択した重点支援①の内容は、 「主とし
て、 人材育成や地域課題を解決する取組などを

通じて地域に貢献する取組とともに、 専門分野
の特性に配慮しつつ、 強み•特色のある分野で
世界ないし全国的な教育研究を推進する取組等
を第3期の機能強化の中核とする国立大を重点
的に支援する」こととなっています。

重点支援①の内容から 本学の強化すべき機能
（ミッション）を整理すると、「地域社会のシン
クタンクとして様々な課題を解決する地域活性
化の中核的拠点」の機能と、 「特化した（とんがっ
た）分野における日本あるいは世界トップの教
育研究拠点」としての機能が求められているこ
とになります。

このようなことから、 第3期中期目標 ・ 中期
計画の前提となる長期ビジョンでは、 「地域と
ともに未来社会をデザインする大学」を新たに
掲げ、 これまでの 「アジア ・ 太平洋地域におけ
る中核的な教育研究拠点」と併せて、 大学像の
二本の柱に設定しました。

3. 2015年の取組の概要

それでは、本学は、第2期から第3期にスム ー

ズに移行することができるのでしょうか。 その
準備がどの程度行われているか、2015年 （度）
の取組状況を振り返ってみましょう。

まず、 全学的マネジメントによる機能強化の
観点から、 これまで個々のセンター等の組織で
推進されていた教育、 研究及び社会連携活動と
それらのエネルギー を集約し、 組織的に支援 ・

推進できる機構へと改編いたしました。
2015年1月1日付で、 研究力強化を目的とした

研究推進機構を立ち上げ、 新たに研究企画室
(URA室）と戦略的研究プロジェクトセンター

を設置しました。 4名のリサ ー チアドミニスト
レ ー タ ー (URA)を配置し、 本学の特色ある
研究を推進する上での効果的な体制整備が強化
されたと思っています。

7月1日 付けで、 教育力強化を目的としたグ
ロー バル教育支援機構を設置し、 学生を入学か
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ら進路決定まで一貫して支援し、 社会が求める

有為な人材を育成していく仕組を確立しまし

た。 年度途中の設置であったため、 多くの負担

をおかけしていますが、 運用面での課題を克服

することによって、 第2期の教育改革である

URGCCを拡充させつつ、 教育の質の保証やグ

ロ ー バル化に対応した取組が円滑にできるもの

と確信しております。

社会連携推進機構については、 2016年4月1 日

の設置へ向けて、 準備を進めているところです

が、 発足した暁には第3期の重点施策を推進す

るための3つの軸がしつかり立つことになりま

す。 加えて、 この3軸を貫く国際連携推進本部

（仮称）が設置されると、 当面の運営上の枠組

が整うことになります。

次に、 部局の活動状況についてみてみましょ

つ。

教育面では、 文科省の大学の国際化を支援す

る「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プ

ログラム」に人文社会科学研究科、 理工学研究

科（理学系）及び保健学研究科が採択されまし

た。

同プログラムを有効に活用し、 人材育成を通

した国際貢献と国際人材ネットワ ー クの構築が

期待されます。

研究面では、 理学部の国際サンゴ礁研究教育

プログラムや戦略的国際研究交流推進事業（頭

脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワ ー ク

推進プログラム）等が順調に進捗し、英文のオ ー

プンアクセスブックの刊行などによって、 本学

の強みである島嶼亜熱帯環境のブランドカを世

界に発信しています。

法文学部では、 水中文化遺産の調査研究を通

して水中考古学研究を継続して実施するととも

に、 国際沖縄研究所と共同で自立的島嶼社会の

創生に寄与する島嶼地域科学の体系化を図る取

組を進めています。

観光産業科学部では、 経済産業省の補助事業

である産学連携サー ビス経営人材育成事業に採

択され、 その事業のアウトプットとして3年後

を目処にサー ビス産業学（仮称）の設置を目指

しています。 これに加え、 琉大サテライト ・ イ

ブニング ・ カレッジを開校し、 社会人と学部学

生向けに実践的カリキュラムを提供していま

す。 この事業の3つのプログラムが、 履修証明

プログラム制度として国から認められました。

教育学部では、 平成28年 4 月の教職大学院設

置、 平成29年 4 月の生涯教育課程廃止を含めた

学部改組、 教育委員会との連携強化及び学校現

場の課題解決支援事業の推進等に取組んでい

ます。

工学部では、 平成29年 4 月開設を目指して、

地域振興を担う工学系人材育成に向けたカリ

キュラム改革を軸として、 夜間主コ ー スの廃止

も含めた学部改組が大詰めを迎えています。

農学部では、 地域資源を活用した6次産業化

への貢献に向けて、 沖縄県等の自治体や企業等

との連携による研究開発・商品開発事業や、 次

世代の人材開発に挑戦する高大連携事業等への

取組を強めています。

医学部では、 医学教育の国際化への対応、 国

際医療拠点の形成に向けた共同研究や基本構想

及びキャンパス移転への取組、 沖縄県や企業と

タイアップした再生医学研究の推進、 地域の医

療拠点機能の強化等に取組んでいます。

次期共同利用 ・ 共同研究拠点 (2016�2021年

度）に認定された熱帯生物圏研究センタ ー は、

同センタ ー の強みであるフィ ー ルド等を生かし

たサンゴ礁、 マングロ ー ブ、 感染症、 遺伝子等

に関する研究を推進しています。

国際沖縄研究所については、文系の共同利用 ・

共同研究拠点形成へ向けた予算措置がなされる

予定なので、 特色ある研究テー マの選定と機能

強化が急がれます。
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地域連携関係では、2013年度から実施してい
るCOC事業に加え、 今年度から新規事業として
COC＋事業が採択され実施中です。 これで、 体
制整備ができましたので、 あとはいかにして地
域と連携して実績を上げるか、 に 本学の機能強
化の中身がかかっています。

昨年は、 沖縄県、 宜野湾市、 一般財団法人沖
縄美ら島財団と包括連携協定を締結しました。
重点支援①に掲げる機能を十分に果たすために
も、 自治体等との包括連携協定はたいへん意義
あるものであり、 地域の自治体等と連携するこ
とにより、 さらなる地域の発展に貢献する取組
を定め、 全学を挙げて推進していきましょう。

国際連携関係では、 トビタテ！留学JAPAN
地域人材コ ースに採択され、 全国版の日本代表
プログラムと合せて 本学の学生10名が元気よく
留学生として飛び立っています。 また、 留学生
30万人計画の実現に向けた事業である住環境 ・

就職支援等受入れ環境の充実事業にも新規採択
され、 沖縄県内の留学生を対象に生活支援と就
職支援を行い、 留学しやすい環境を作っていく
こととしています。

さらに、2015年5月、 本学とハワイ大学シス
テム及び名桜大学の3大学間でコンソ ーシアム
協定を、 県系のデービット ・ イゲハワイ州知事
の同席のもとで締結し、 琉球諸語、 観光、 自然
科学などさまざまな分野での沖縄とハワイの連
携を強化していくこととなっています。

施設整備面では、 附属図書館の改修事業が進
行中です。 附属図書館は耐震性能が低かったこ
とから、耐震補強と併せて機能改善を図るため、
2014年度の補正予算で事業採択を受けたもので
す。 多くの利用者の皆さんに不便をかけていま
すが、 改修後は、 新しい機能を備えた図書館に
生まれ変わる予定です。 具体的には、 アクティ
ブラーニング・エリアや国際エリアが新設さ
れるほか、女性研究者支援活動等に関する書籍
コー ナ ー の確保等、 新しく生まれ変わります。

総合情報処理センターでは、 キャンパス情報
システムを更新し、クラウドの活用環境の整備、
Web Classの機能向上、 セキュリティ機能の強
化等、 新しい時代にあった機能改善が図られて
Ryudai News Letter 4 
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紙幅の都合で、 すべてについて言及すること

はできませんが、 以上の他、 各部局において多
くの取組がなされてきました。 皆さんのご労苦
に感謝申し上げます。

4. 2016年の挑戦

次に、 第3期に取組む予定の 本学の戦略の主
なものを列記いたします。2016年度は、 第3期
中期目標期間の初年度であり、 可能な限りよい
スタートを切りたいと思います。 文科省は昨年
6月8日付けで通知文書を出し、 その中で 「第3
期中期目標期間においては、 国立大学法人がこ
れまでに果たしてきた役割を引き続き十分に果
たしていくとともに、 持続的な競争力を持ち、
高い 付加価値を生み出す国立大学にさらに発展
するため、 変化する社会状況をふまえた国立大
学の役割を改めて認識し、 機能強化に取組んで
いく必要がある」ということを述べています。
このことを念頭に置き、 次の6年間を有意義な
ものとするため、 改めて機能強化に向けた日々
の改革 ・ 改善を進めて行くことの重要性を強調
したいと思います。

2016年度の運営費交付金概算要求には、 戦略
性が高く意欲的な目標計画と重点支援①におけ
る取組を重点的取組構想として盛り込みまし
た。 下記の4件がその概要ですが、 本学が重点
的に取組んでいく機能強化事項であると 同時
に、 全学を挙げての対応が求められる重要な取
組となりますので、 ご協力の程、 よろしくお願
いいたします。

概要 1 :国際通用性のある体系的な学士教育
プログラムの確立

概要2:地域資源を活用した地域イノベ ー

ションを支える学術基盤と研究開発
カの強化

概要3:産学官民協働による実践型教育シス
テム の構築

概要4:沖縄県地域医療構想における高度急
性期医療を担う地域完結型医療の中
核的役割

量 千



もちろん、 これら4つの取組だけが本学の重

点的な事項ではなく、 関連する取組を同時に巻

き込んでいく必要があります。 例えば、 概要4

に関しては、 国際医療拠点形成に向けた機能
強化を並行して取組んでいかなければなりま

せん。

本学の教育 ・研究・社会貢献機能を強化して
いくための重要な方策として、 教育改革を基盤

とした学部・大学院の改組についても進めて行
かなければなりません。 この4月1日の教職大学

院の開設を皮切りに、 第3期に向けて進行中の

学部改組計画を後押ししたいと思います。 学部

においては、 教育学部、 工学部、 農学部それぞ
れが2017年度改組に向けた準備を進めておりま

す。 大学院については、 現在、 大学院改組タス
クフォ ースにおいてその新しい組織のあり方に

ついて検討している段階です。

これらの改組案件は、 地域や社会が求める人

材育成と研究力強化を基盤とした社会貢献を果

たしていくために、 全学を挙げて取組むべき第

3期の重点事項であり、 学部間あるいは学外機

関の枠を超えた教育連携や研究連携を強力に推

進することで、 より高い成果を生み出していく
と考えています。

2016年度には第2期中期目標期間の法人評価
が行われます。 プロジェクトシ ー トをもとに、

この6年間の取組の中で特記できる事項につい

て拾い上げていただければと思います。 ご協力

のほど、 よろしくお願いいたします。

5長期ビジョン実現に向けた挑戦

以上において述べてきた戦略的な取組は、

2050年の創立100周年を見据えて、 今、 どのよ

うな 「実が稔る種や苗木」を植えなければなら
ないか、 という意識に基づいたものです。

今日、 明日が大事であって、 そんな先まで考

えるのは現実的でない、という声もありました。

しかし、 この大学は今在籍している学生や在職

している教職員だけのものではありません。 こ

の大学は沖縄の地にあって、 未来を担う世代の

ものでもあります。 未来の世代に何を残すべき

かを考えるのが、 今という時を共有している私

たちの責務であり、 大学人として持つべき衿持

だと信じます。

大学改革に関する政府の各種会議での提案を
みると、 大学のガバナンス改革のためには、 学

長のリ ー ダーシップの発揮による、 各大学の強

み•特色を活かした教育研究組織の再編成の推

進、 人材・システムのグロー バル化による世界

トップレベルの拠点形成の推進、 イノベーショ

ン創出のための教育研究環境整備の推進、人事・

給与システムの改革の推進、優秀な若手研究者・

外国人研究者の活躍の場の拡大等々が列挙され

ています。

運営費交付金が増額されることのない現状を

踏まえると、 すべての大学構成員が一様に満足

できる状況を導き出すことは難しいことです。

ある分野に資源を向けると、 他の分野への資源

配分が減るという状況にあります。 これから求

められるのは、 既得権に基づく要求ではなく、

実績や必要性に基づく要求ということになりそ
うです。

インド生まれの宗教哲学者 ・ジッドゥ ・ クリ

シュナムルティは、「責任のないところには、 自

由も存在しません。 責任とは、 自由に基づきな

がらあらゆる挑戦に対応することを意味します」

と言っています。 今年も、 未来の社会を見据え

、て挑戦し、 成長していこうではありませんか。

ひのえさる

2016（丙申）年1月4日

第16代学長 大城 肇
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・■置譜-
地方創生と琉球大学に求められる人材育成

沖縄銀行取締役会長
沖縄県経営者協会会長

安里昌利 X又五 恨
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111)11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

平成27年9月11日（金）沖縄銀行本店応接室にて

l 琉大□ ースクールと沖銀の
リーガル ・ アシスタント制

大城：本日はたいへんお忙しい中、 時間をとっ
ていただき、 ありがとうございます。 よ
ろしくお願いします。

安里：こちらこそよろしくお願いします。
大城：まずはご報告とお礼を申し上げたいので

すが、 今年の司法試験に琉大から6人合
格して、 沖縄銀行のリ ー ガル ・ アシスタ
ン ト2名も合格しました。 ご支援してい
ただいた結果が出ました。

安里：わずかな生活費程度ですが、 やはり企業
が人材を育てるというのは非常に重要だ
と思っています。

大城：すごい励みになっています。
安里：まさかそこまで皆さんが頑張ってくれる

とは思いませんでした。 過年度も含めま
すと、 これまでリ ー ガルスタッフとして
採用された19名のうち12名が合格しま
した。

大城：これは文科省からも、 他の地域の法科大
学院にはない良い取組だと評価を受けて
います。

安里：企業にとっても、 優秀な人材が巣立って
いったというのは非常にプラスになりま
す。 それともう1つ、 リ ー ガル担当とし
て働いた者が難関をパスしたとなると、
行員はいろんな資格試験にチャレンジし
ていますから、 逆に皆の励みになってい
るんです。
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左から大城学長、 安里会長

1 沖縄の歴史に学ぶグローバル精神

（壁にかかった琉球王国大交易時代の進貢船
帰国の図を見ながら）

大城：これは、 今の明治橋あたりになるんですか。
安里：向こうが奥武山で、 こういった船で、 進

貢だったり、 貿易をやっていたというよ
うなことで、 その時の果敢な精神を、 ぜ
ひ我々も学ぽうということです。

大城：大交易時代は「津梁」（しんりょう：かけ
はし）という言葉をよく使っていますね。
琉大は「知の津梁」と使わせてもらって
います。 知のかけはし。

安里：なるほど。 しかし、 本当に今でも全く通
用するような表現ですよね。

大城：そうです。
安里：琉大は、 そこを今しつかりやっておられる。
大城：あの時代の人たちはやっぱりグロー バル

ですね。
安里：本当ですよ。 しかも昔は技術も発達して

いませんから、 台風リスクというのも負
いながらやっていたんですね。

大城：そうですね。
安里：だから積極果敢にやって、 多分1つの航



海が成功したら膨大な利益が出たという
ような状況があったようです。 ですから、
リスクを冒して行ったんですね。

大城：大交易会1主 1 が文字どおりこれの現代版と
いいますか、 具体化になってますね。

安里：第 2 回大交易会が、 今年は11 月 26 日（木）
~ 27 日（金）にあります。 今、バイヤ ー

の誘致、 それと出展企業の誘致に動いて
まして、バイヤ ー が150社、そのうち 120

社ぐらいが海外からの誘致で、30社ぐら
いは国内の輸出商社が入ってます。 出展
企業は200社、 これは北海道や青森から
も全国33都道府県から参加します。

大城：すごいー大ビジネスセンタ ーになります
ね。

安里：各県ともそれぞれ特産品を持っています
ので、 あの国際物流ハブを上手に使って
もらって、そうすることによってあそこ
からどんどん成長していけばいいわけで
す。 やっぱり沖縄の地理的な特性、 有利
なものをしつかりと生かさないといけな
いじゃないですか。 地方創生ではないん
ですけれども、 せっかくインフラとして
ハブがつくられてますから、 そこをしつ
かり生かすことによって地方が盛り上が
るだろうと期待しています。

大城：そうですね。 去年、九州の産学官のフォ ー

ラムを糸満市で行ったとき、 地元の大学
として出たんです。 九電の会長さんとか
が来られて、 そのときのテ ーマが「九州
は沖縄から何を学ぶか」だったんです。
グルー プデイスカッションして、 私のグ
ルー プはなぜ沖縄は人口が増えるのかと
か、 観光客がなぜ増えているか、という
ところがすごい魅力として九州1の皆さん
に映っているみたいでした。

安里：なるほど。
大城：ただ、 私としては、こういう面もあるが、

例えば離島などば必ずしも人口が増えて
いるわけじゃないし、 厳しいところはま
だありますよという話をいたしました。

安里：九州 に九経連（九州経済連合会）という
のがありまして、 年に1 回は沖縄と交流
しているんです。 その中で観光について
は、かなり沖縄に関Lを持っていまして、
伸び率だとか、 観光客の数も多いもんで
すから、そこはぜひ連携しようという考
えがありまして、 意見交換をやっていま
す。 ク）レ ー ズ船が沖縄だけに寄港するの
ではなくて、沖縄に来て福岡まで回って
もらうとか、そういったのをもっと商品
化して連携できないかとか議論していま
す。

その前は道州制がよく議論されたんで
すが、 今、 少しトー ンダウンしているん
じゃないですかね。 今のところ、 あまり
道州制の議論はないですね。

大城：そうですね。 もう地方創生のほうに話は‘ 
移ってきていますね。

安里：地方創生法というのも、地方を元気にす
るひとつの大きなインパクトになるん
じゃないかと思いますね。

1 グローバル人材育成と学びなおし

大城：もともと沖縄の特性として、 万国津梁の
鐘にあるように、 いやが上でも国際化と
地域、 ロ ーカルとグロ ーバルが表裏に
なっていると思っています。 沖縄では表
裏だから琉大の特性としても地域特性と
国際性というのは両面だといつも言って
います。

安里：そうですね。
大城：ですから地域貢献しようとしても、 どう

しても周りのアジアを巻き込まないとい
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けないし、 国際的な話をしようとしても
ロ ーカルと関係するというのはあります。

安里 ： やはりアジア に 一 番 に 近い 関 係 で 歴 史的
にも大交易時代というのがあ っ たわけで
すから、 その地理的な特性というのは、
ずっと一緒です。

たまたまグロ ーバル化、 あるいは国際
化がなかなか進まない 中 で 、 沖縄は東京
から見ればロ ーカル、 海の彼方だという
位置づけでしたけれども、 アジアがこれ
だけ成長すると、 一番アジア に 近いとい
う意味で沖縄の役割が非常 に 違 っ てきま
す。

私は大交易会 に 少しかかわ っ ている 中
で、 サ プライヤ ーは基本的 に 英語がしゃ
べ れないとだめだと感じています。 大交
易会 当 日は通訳を35 � 36 名 ぐらい準備
していますが、 通訳の皆さんというのは
一 般的なことしか話せない わけですよ。
片言で発音は下手でもいいから、 自 分の
商品を英語で説明 できるような レ ベルは
ぜ ひ 必 要だなと感じるん で す。 片 言 で
いいから、 あるいは訛りの入 っ た 日 本語
風の英語でいいですからしゃべりなさい
と、 だからそういう語学も研修しなさい
ということを言っ ています。

実は外国人観光客 が、 去 年 は 57％ 伸
びているんですが、 外国人が国際通り に
行 っ ても、 なかなか対応しきれてない わ
けですね。 そういう意味で、 グロ ー バル
人材は語学も含 め 、 商談の仕方も大学の
機能をぜひ生かしていただいて、 経済界
と連携してほしいと思います。

大城 ： 英語で商談もできるグロ ーバル人材が必
要とさ れているということですね。 沖縄
銀行頭取の玉城義昭さん、 そ れから沖縄
経済同 友会事務局長の比嘉正彦さんのご
尽力 で、 「 トビタ テ ！ 留 学JAPAN」の地
域人材 コ ースも採択さ れて、 グロ ーバル
人材の育 成というのをすで にスタ ー トし
ています。 そ れから、 もう 1 つやろうと
しているのは、 せ っ かく海外からの留学
生が今、 琉大 に 270 名 ぐらい、 県内全体
では400 名 ぐらい来ているので、 今度は
彼らを直接使 っ たほうがいいんじゃない
かと。 彼らは語学は問 題ないので、 さ っ

Ryudai News Letter 8 

きお っ しゃ っ たようなビジネス に 必要な
知識と、 インタ ーンシッ プなどをやりた
いと思 っ ています。

安里 ：人材育 成も学び直しも必要だなというふ
う に 思います。 本 当 は我 々 の銀行の若手
にも、 学び直しのような形でお願いした
いんです。 銀行員 でも大学で学んだ後、
実際、 実務 に 就くと勉 強しないといけな
いことがたくさん出てくるんですよ。 例
えば、 統計学的なことも必要ですが、 な
かなか専 門的 に 習 っ ていなくて、 これを
大学のご専 門の先生 に 講義してもらえれ
ばということもありますし、 学び直しが
どうしても必要 になります。

大城 ： 産業経営学専 攻の方では、 産業支援セン
タ ーで社会人の学び直しのためのサテラ
イ ト ・ イブニング ・ カ レ ッジをや っ てお
りますし、 経済学専攻の方では政策評価
に ついて、 今は行政の皆さんを対象 に 、
大学院 で 政策評価のための統計分析とか
政策論とかをやっ ています。

地域の ニ ー ズといえば経済界の ニ ー ズ
という部分は大きいです。 ち ゃんと地域
のニ ーズを聞いているかというのは、 例
えば人材育 成をやるとき に 、 産業界がど
ういう人材を求 めているかということ に
応えなければいけない。 今 回の留学生 に
ビジネス に 必要な知識の教育をして就職
を支援しようという事業もそういうとこ
ろがあ っ て、 こういう人材が沖縄で必要
なの で、 その育 成は国立大学の役割だと
いうことです。 そういう意味で会長が以
前、 内 閣 府沖縄総合事務局のサ ービス人
材 育成 に 関 わ っ ておられましたが、 そ れ
も実際、 観光とか物流の人材育 成として
経済産業省の予算をもらうことができた
んです。 ああいう形で経済界の ニ ー ズ に
我 々 が応えて、 このようなニ ー ズが出て
いるから、 こういう人材を育成したいと
いうので予算をつけてもらう。 そういう
形で、 今、 少しずついい方向 にまわ っ て
いるかと思 っ ています。



1 沖縄の若者の気質
大城：1993年か94 年ころ に、 当 時 の 通 産 省 の

仕事で海外進出企業の調査をしたことが
あります。 日本企業の海外進出が盛ん に
なったころです。 そのとき に大連 に 池宮
印刷 さ んが、 腹 門 に沖縄関 ヶ 原石 材 さ ん
が行っておられたので、 この 2社を中心
に調査しました。 また、現地の JETRO（独
立行政法人 日本貿 易振興機構）で、 日本
の企業がなぜ進出 に 失敗したかというと
ころを、サクセスストー リ ーではなくて、
例えば大 連 あ たりは 3,000社ぐらい入っ
てきて、 その半分は撤退していっている
という話があって、 なぜ失敗したかとい
うのをずっと聞き取りしたら、 やっぱり
人でした。

安里：パートナ ー ？
大城：はい、パートナ ー。 途中で制度が変わっ

たという答えもあ ったんですけど、パー

トナ ー に ふ さ わしい相手をち ゃんとつか
めたかどうかというのがありました。

安里 ： 信 頼できる相 手かどうかですね。 実は、
沖縄の北谷町出身で、金城拓真君という
若い人 ( 33 歳）が私のところ に よ く出入
りしているんですが、 彼はアフ リ カのタ
ンザニアで大成功しているんです よ 。 韓
国の大学 に 留 学していた頃 に タ ンザニア
出身の友だち ができて、 その友人から誘
われて中古車の輸出をしたことがきっか
けで、 今やタ ンザ ニアでタ クシー業、 運
送業、 宝 石業、 建設業など幅広くやって
います。 彼は、 進出した企業の成功率が
5％ だと言っています。 あなたが成功して
いる秘訣は何なのかと聞いたら、 やっぱ
り彼の人柄というんですか、 あまり儲け
を追求してないんです よ 。 必要 に 応じて

企業を広 げていって、 どち らかというと
地元 に 喜ばれる よ うな、 地元のため にと
いうことでやった よ うです。 こ れがビジ
ネスが拡大する よ う に なったポイントか
と思います。 彼は、 タ ンザ ニ アの貧 困 街
に住んでいる よ うなんです。 彼が歩くと、
「 金城、金城」 って子どもたち が声をか
けるというんです。 やはり地元 に 受け入
れられてビジネスも成功するんですね。

大城：こ れは さ っきの調査のとき に 感じたので
すが、 池宮 印刷も関 ヶ 原 石材も、 ある意
味では地域密 着製で受け入れられている
ところでした。 沖縄から行った社員 は寮
で地元の皆 さ んと一 緒 に 住んでいるんで
す よ 。

安里：なるほど、とけ込んで。
大城 ： 寝 食も一緒 に しているからすぐ意気投合

して、 技術を教えてもうまくいく。 そ れ
があるのかなと思いました。 そのときに、
沖縄の気質、 沖縄の若い人がそうですけ
ど、外国に あ まり抵抗がなく、 外国人と
接するのはうまくできているんじゃない
かと。

安里 ： そうですね。
大城：だから私は、うち の学生は国境は意識し

てない、 琉大生はもともとグロ ー バルで
すという話をしているんです。

l 大学と経済界の連携による
島嶼国支援

大城 ： （ 資料提示）ご存じかもしれませんが、大
学の類型化が始まりまして、大きく国立
大学を3つ に 分けて、 ①が地域活性化の
中核となって、また、 特定分野で世界水
準を 目 指す大学。 ②は特定分野で世界水
準を 目 指す大学です。 ③は全学的 に 世界
最高水準の教育研究を 目 指す大学です。

安里 ： ①がやっぱり多いんですね。
大城 ： こち ら側は地域貢献をするというところ

と、 その大学の強みで全国あるいは世界
でトッ プ に いける よう にということで、
実は琉大は あ まりPRしてないんですけ
ど、 大きく言うと島 嶼 研 究、 海 洋 研 究、
健康 ・ 長寿研究、 この あ たりはかなり上
位なんです。 国内ではトッ プ にいくこと
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も可能だと思います。 だから、 そこは強
みとして出しているんです。

安里：国立大学改革 プラ ン でいろいろ 目 指して
もらっていますが、この 中で学長の リ ー

ダ ー シッ プにつ いても言及 しています
ね。 ぜひ我 々 としても リ ー ダーシッ プを
しつ かり発揮してもらえるよ う な環境づ
くりをやっていただきたいです。

大城：私の性格的なものもあるかもしれません
が、 リ ー ダーシッ プといっても、 トッ プ
ダウ ン とはち が う 。 まず 自 分でアイデア
を出して、それをみんなで共有して全員
でいこ う とい う よ う な形です。 ですから、
琉大内で改革の方向性として、 内 部的に
琉大創生プラ ンとい う のをつくった。 「 創
生」とい う 言葉は政府が使 う 前に使って
いるんです。 新しい建物にも地域創生研
究棟と名 づけたんです。 その後に政府の
地方創生とい う 言葉が出てきた。 あれは
だから政府のほ う がパクったんじゃない
のとい う 話です。（笑 ）

安里 ： そ う ですか（笑 ） 。 やっばりベ ースにある
のは 日 本は少子高 齢化に入りますし、 そ
れと財 政も非常に厳しい環境にあります
し、何よりも特に東南アジアの台頭で、
総体的に地位が低下していますね。

大城：おっしゃるとおりです。
安里 ： そ う い う 中で 日 本の活性化、 日本を ど う

盛り上 げていくか。 やっぱり地方大学が
非常に大きな力を発揮してもらいたいと
思います。 国立大学改 革 プラ ン には、 財
政の充実、 拡 充、 事業収益を明確にすべ
きだとい う 項 目 がありますね。 そ う い
う 観点 で私が提 案したいのが、 JICAの
ODA 支 援への協力なんです。 大 洋 州の
パラ オ 、 ミ クロネシア、 マーシャ ル諸島、
ト ン ガな ど 14 カ国 ・ 地域がありますが、
そこは島嶼国がほとん どですから、その
事業は沖縄の企業でやってほしいとい う
JICA の要請があるんですよ。 それで3 年
前に水ビジネス検討会とい う のを立ち 上
げて、大洋州の水事情だけでなくて、 エ

ネルギ ー 問 題、 環境 問題を沖縄の島嶼性
の技術を使って整備できないかとい う こ
とで、 検討しているんですが、 これを琉
大と提携できないかと思っています。
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大城：それは是非やりたいですね。 第2 回太平洋 ・
島サ ミ ットを沖縄でやったときに、 外務
省からの要 請で、 環境 関 係の 3社ほ どを
推薦したことがあるんですが、 諸事情で
実現しませんでした。 今またお話が進ん
でいるのでしたら良かったですよ。

安里：太平洋 • 島サ ミ ットは 7 回やっています
が、その う ち 3 回は沖縄でやっています。
この意味合いは、 やはり環境が島嶼性と
い う 意味で沖縄と似ているからですね。
沖縄の技術を ODA 事業に生かしたいと
い う ことです。 私達としては、 琉大のご
専 門の先生方と連携して、 そこで技術確
立ができればと考えています。 水ビジネ
ス検討会は、 経営者協会が事務局になっ
て立ち 上 げていますが、 相手は行政、 国
が出てくるわけです。 けれ ども、こっち
は民 間だけですから県にも組織に入って
もらいたいのですが、なかなか進んでい
ませんので、 国立大学が入ると大きな位
置づけになります。 これは国際交流にも
つながっていきますし、 また、 例え ばエ
学部の専 門の先生と連携することになれ
ば、 当 然そこに学生も入ってこないとい
けないです。 学生もまた現地に行って活
動する。 そ う いった意味で、 事業収入だ
けでなく人材育成にもなります。

大城 ： 相 乗効 果がでますね。 今、 概算要 求して
いるんですが、 本格的にアジア ・ 太平洋
地域の拠点を形成しよ う としています。
琉大は太平洋島嶼国の大学とは、北マ リ
ア ナ 短期大学以外は交流協 定を結んでい
るんです。 パラオとか ミ クロネシア、マー

シ ャ ルな どは、大学も短大までしかない
ので、人材育成も含 めてそこの短大を卒
業した皆さんを琉大に 引 き 受けて、 で
きたら大学 院まで行けるよ う な プロ グ
ラムをやろ う とい う のを提 案している
んです。

安里 ： でしたらなおさら、 ODA 事業は国との
親 交、 友 好 関 係も 築 けますし、 あるい
はJICAの対外政策も プッシュ できます
し、 いろんな意味で大学側に大きな ノ ウ
ハウ、 可 能性は秘 めているのではないか
と思いますね。 これは今、大洋什1 ですけ
れ ども、 いずれは東南アジアの新興国も



マー ケ ッ ト になると思います。 琉大と連
携ができれば非常に強みですから、 どこ
かでそういう検討をさせていただきたい
と思いますね。

大城：わかりました。 ありがとうご ざ い ます。
海外進出を経済界と一 緒にや っ てい く の
は、そのへんかもしれないですね。

1 改革の必要性
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安里：学長は琉大を改革してい い大学にもっ て
いこうと努力しておられますが、 私もバ
ブル崩壊の真 っ 直中に9 年間頭取をして、
思い切 っ た改 革をやろうとしました。 改
革するときには必ず抵抗勢力がある。 抵
抗勢力があるというふうに思わないとい
けないです。 私のときも、会議でもや っ
ぱり否 定的な意見がでました。 そこを突
破していかないといけないんです。 苦し
い 局 面ですけど、 突破していかないとい
けない。 最終的には、 結 果を出したら後
でわか っ て く れるみたいことがあります
ので。

私が心配したのは、 我 々 は公的資金を
入れなか っ たものですから、 どういうふ
うにして危機意識を浸透させるのかとい
うことが ひとつの悩 みでもあ っ たんで
す。 ですから、 沖縄県は オ ーバ ーバンキ
ングだということをわ ざと前面に出して
いました。 オ ーバ ー バンキングの地域は
統廃合が必ず出て く るんだと。 そこで吸
収される銀行になるのかどうか。 そこを
ぜ ひわきまえろということで、 それで危
機意識を浸透させることができたところ
がありますね。

大城 ： 私が琉大創生 プランをつ く っ たり、 学長
選のときに言 っ ていたのは、 変わらない
と生き残れないということです。 例えば

ハブでも脱皮しないと生き残れな い で
し ょ うという話で、 改 革をやるというの
を旗印にしたら、 たまたま学長にな っ た
25 年度から大学改革加速期 間と文科省が
位 置づけたものですから、 ち ょ うどタ イ
ミ ング的によかっ たと思 っ ています。

1 人材育成への期待

大城：最 後に、 琉大の 同 窓生として、大学に対
する期待も含めて一言お願いします。

安里：大学改革 プランというのは、 ある意味で
は待 っ たなしで、 日本の経済、 日本の社
会は非常に厳しい 局面に来ているという
見方ですね。 少子化 ・ 高 齢化の中で、 あ
るいは海外からこれだけ押されています
が、大学が本 当 に大き く 変 わ っ てい っ た
ら、 民 間までインパク ト があると思うん
です。 国立大学の中期 目 標 · 中期計画期
間 も 第 1 期、 第 2 期と進んで、 また来年
度から第 3 期が始まるということですが、
幸 い にもこの改革期に大城学長が登壇さ
れて、 琉大が大き く 改革 発展してい く も
のと期待しています。 その中で、 私は経
済界の 1 人として、大学と経済界がタ イ
ァ ッ プすることによ っ てWin-Winの 関 係
が築けると信じています。 何よりもそこ
に人がいて、その人材をブラッシュ アッ
プするのが得 意なのは地方の大大学です
し、 琉大は産業界や行政にもこれだけ人
も送り込んでいますから、 非常に大き く
貢献すると思います。 琉大に人材をつ く
りあげていただ く 、 それが沖縄の大きな
発展につながります。 また、 なかなか難
しいところではありますけれども、 我 々
は側面からバックアッ プしながら大学改
革を応援したいと思いますので、 学長の
リ ー ダーシッ プを発揮してぜ ひ頑張 っ て
いただきたいと思います。

大城：今 日 は長時 間、 たい へん貴重なお話をあ
り力ゞとうご ざいました。

注 1 : 沖縄大交易 会。 食 品 専 門 の 商 談 会 、 ビ ジ ネ ス マ ッ チ
ン グ イ ベ ン ト 。 全 日 本空輸、 ヤ マ ト 運輸等 の ロ ジ ス
テ ィ ク ス を 活用 し た 沖 縄 の 国際物流ハ ブ化 を 促進す
る こ と に よ っ て 、 海外で の 販路拡大の 一 助 と な る こ
と を 目 的 に 平成 26 年 1 1 月 に 第 1 回 を 開催。

Ryudai News Letter 1 1  

対ずでも古文
•

ふ
王．



学 匹 p12
艘育・研究

の
事

就 職

業
』立，．tg p1 9 
瞥曜運営

ゃ
社会運構

各 四 p27

学
国朧交流

國 p30

部 曼 賞 等

の 10\ p33 

取
学生活動

凰重 p36

組
そ の 他

が
分
か
る

Ryudai News Letter 1 2  

匿l教育•研究

琉球大学第4回研究推進フォー ラ ムを開催

平成 27 年 7 月 26 日 （ 日 ） 、 研究企画室主催で第 4 回研究推進 フ オ ー

ラ ム 「平成 26 年度戦略プロ ジェ ク ト研究幸飩告会 2 ~ “ 文化 ’' の過去 ・
現在 ・ 未来を考え る ～」 が開催されま した。 本フ オ ー ラ ム は 、 昨年度に
実施 し た中期計画達成プロ ジ ェ ク ト 経費の う ち、 本学の研究を よ り 戦
賂的 に推進す る ための戦略プロ ジェ ク ト研究 と し て採択さ れた共同研
究の う ち、 人文 ・ 社会科学系分野 2 件の成果報告会と し て お こ なわれ、
理事や教職員、 大学院生な ど約 25名が参加 し ま した。

は じ め に 、 国 際沖縄研究所狩俣副所長か ら 「 グロ ーバル社会 に お け
る 主体的島嶼社会創生 を め ざ し た総合的研究 」 の報告があ り ま し た。
琉球列島の島々で は 、 島嶼社会の個性的な環境と歴史的背景の も と に 、
固有の文化を発展さ せ て き ま し た が、 現在は 自然環境の変化や後継者
不足な どの影饗を受けて、 文化継承の危機に直面 し て い ま す。 こ の よ
う な現状 に対 し て、 学内外の研究者や地方 自 治体等 と 協働 し 、 無形 ・
有形文化財の レ ッ ド デー タ リ ス ト作成を試みて い る こ と が幸註告 さ れ ま
し た 。

つづいて、 法文学部池田教授か ら 「継続性と断続性―自然 ・ 動物 ・ 文
化ー 」 と題す る報告があ リ ま した。 本研究では、 「継続性 」 と 「 断続性」
をキー ワ ー ド に、 考古学や歴史学、 ゲノ ム人類学、 生物学等の多彩な分
野の研究者が集い、 琉球列島を含む地球上の人間や動植物の 「 文化」 や
「社会 」 について総合的 に検討をお こ な っ た こ と が報告されま した。

総合討論では、 高橋 URA の進行で、 研究推進機構の本村副機構長 （学
長補佐 ） を コ メ ン テ ー タ ー と し、 報告者や会場参加者 と 共 に 、 本学に
お け る 人文 ・ 社会学系分野研究の特色や強み、 今後の方向性 に つ い て
活発な議論がお こ な わ れ ま し た。 そ し て、 地域固有の研究 に と ど ま る
の では な く 、 学問 と し て体系化す る ため に も外へ向けて研究成果を積
極 的 に 発 1言 し て い く こ
と の 重 要 性 が再確認さ
れ ま し た。 今 後 も 、 研
究企画室 で は、 こ の よ
う な 研 究 交 流 の 場 を 積
極 的 に 設 置 し、 本 学 の
研究の活性化 を 支援 し
て い く 予定です。 本学の人文 ・ 社会学系研究の今後について

活発な議論がおこ なわれた総合討論

'』

報告する池田栄史教授 （ 法文学部 ） 報告する狩俣繁久教授 （ 国際沖縄研究所 ）

大
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琉球大学の研究事業から生まれた成果を使って泡盛の新商品が開発されま した

琉球大学農学部外山博英教授のグループ、 奈良先端科学技術大学院大学の高木博史教授のグループ、 株式会社
バイ オ ジ ェ ッ ト の 3 者がコ ン ソ ー シ ア ム を作 っ て、 平成 24 年度か ら 26 年度ま で、 沖縄県の 「 琉球泡盛調査研究
支援事業」 に取 り 組み ま した。 以前か ら 業界か ら強い要望があ っ た課題と し て 「新たな泡盛開発に つながる醸造
技術 」 「 泡盛風昧のバラ エテ ィ ー化 」 の取 り 組みを進め、 新規泡惑酵母 1 0 1 H 株を開発す る に至 り ま した。

1 0 1 H 酵母は、 現在泡盛醸造 に広 く 用 い ら れ て い る 1 0 1 号酵母を基 に し て育種 し た結果得 ら れた、 特徴的な
香気成分バラ ン ス を有す る 新た な泡盛酵母株です。 1 0 1 酵母は、 新里酒造の社長 新里修ー氏が、 沖縄国税事
務所の鑑定官であ っ た時 に 、 それ以前に泡盛製造 に適 し た酵母 と し て使わ れ て い た泡盛 1 号酵母か ら 、 醸造中
に高泡を形成 し ない酵母と し て新た に単離開発 し た酵母で、 現在ほ ぼすべての泡盛製造会社で使用 さ れ て い る 、
泡盛製造 に 適 し た非常 に 優れた性質 を 持 っ た酵母です。 こ の 1 0 1 号酵母か ら 、
奈良先端科学技術大学院大学 高木博史教授が保有す る 育種技術を応用 し て取得
し たの が 1 0 1 日 酵母であ る 。 泡盛醸造工程で、 酵母は ア ル コ ー ルや ク エ ン酸等
の強い ス ト レ ス環境下で効率的 に醸造を進め る性質が必要 と な り ま す 。 有用 ア
ミ ノ 酸高蓄積 と い う 特性を持つ よ う に育種 さ れた酵母は こ れ ら の ス ト レ ス に対
す る 耐性が向上す る こ と が確閤さ れ 、 さ ら に そ れ ら の中 か ら 泡盛の風昧 に影響
を及 ぽす株が存在 し て い る こ と が確認さ れ 、 特 に 優秀な泡盛酵母 と し て 1 0 1 H
酵母が選抜さ れ ま した。

新里酒造では本研究成果を高 く 評価 し 、 1 0 1 H 酵母を用 いた泡盛の商品化へ向
けた取 り 組みを平成 27 年 2 月 よ り 開始 し ま し た。 醸造条件や製造工程を検言寸 し
た結果、 1 0 1 H 酵母の特徴を最大限引 き 出 す条件を見出 す こ と ができ ま した。、 新
規酵母を使 っ て製造さ れた、 その酵母の名前を冠 し た泡盛新製品 「 1 0 1 H （ 常圧
蒸留 ） 」 「 1 0 1 H （ 減圧蒸留 ） 」 が、 沖縄の産業まつ り ( 1 0 月 23 - 25 日 ） にて限定
販売される に至 り ま し た。

こ の こ と が、 平成 27 年 1 0 月 2 1 日 に沖縄票県庁の記者ク ラブで発表されま した。
「 1 0 1 H （ 常圧蒸留 ） 」 「 1 0 1 H （ 減圧蒸留 ） 」 は共に 1 0 1 H 酵母の特徴を十分 に

引 き 出 し た風昧で、 ブラ ン デー様 （ 甘い ） 、 果実様 （ フ ル ー テ ィ ー） の風昧を楽 し
む こ と がで き ま す。 実際に含有成分を分析 し た結果、 泡盛の風昧 に 関 わ る 複数
の成分が多 く 存在 し て お り 特徴的な風昧 に仕上がっ て い る こ と が確認さ れ て い
ま す 。 1 0 1 H （ 常圧蒸留 ） 1 0 1 H （減圧蒸留 ）

国際会議 「201 5年知的情報処理と生物医科学国際会議」 を開催

去る 1 1 月 28 日 （ 土 ） ー 30 日 （ 月 ） に沖縄科学技術大学院大学 ( 01ST ) に お いて、 琉球大学工学部、 01ST、
お よ び、 沖縄高等工業専門学校の主催に よ る “ 1 st I nternational Conference on I ntell igent I nformatics and 
Biomedical ( IC I I BMS20 1 5 ) " ( 20 1 5 年知的情報処理と 生物医科学国際会議） が開催されま した。

同国際会議は 「知的情報処理と 生物医科学の融合 」 、 そ し て、 「 Different People Share Different Views on 
Different 丁opics 」 をキー ワ ー ド と し、 「工学、 物理学、 化学、 農学、 地学な どの分野における高度情報処理シ ス
テム と 生物医科学システムの融合分野を研究する世界中の研究者が集い、 学際的交流を深め、 本分野の革新的な
知見を沖縄か ら 世界へ発信す る 」 「本県の科学技術研究教育を益々推進す る ための一翼 と なる こ と 」 を 目標に掲
げ、 貝体的 に は以下の 3 分野を主なテ ーマ に設定 し 、 構成されま した。

1 . 高度信号処理、 先進的 コ ン ピュ ー タ ネ ッ ト ワ ーク と情報適信技術
2. 人工知能、 ロ ボテ ィ ッ ク ス、 ヒ ト と コ ン ピュ ータ の協創 システム
3. 生物l'青報処理システム、 生物医科学 ・ 神経科学イ メ ー ジング
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国 内 外 か ら 7 65 名 の 参 加 があ
り 、 特別講演 4 件、 ポス タ ー講演
33件、 一般講演 73 件もの研究発
表が行われま し た。 特 に 、 4 件の
特別講演 （ ブラ ウ ン大学 Arto V. 
Nurmikko 教授 「神経回路の ワ イ
ャ レス コ ミ ュ ニケー シ ョ ンの可能
性 に つ い て 」 、 ウ ェ イ ン州立大学
Xen-wen Wil ima Chen 教授 「 精
密健康診断のためのデー タ サイ エ 実行委員長 工学部玉城教授に よ る 大会宣言

ンス 」 、 沖縄科学技術大学院大学 銅谷賢治教授 「人工知能と脳科学 」 、 そ し て、 名古屋大学門松健治教授 「 医学は
高度デー タ サイ エ ン ス に何を期待する か ？ 」 ） は、 知的情報処理と脳科学 ・ 医科学に 関する ものであ り 、 同国際会
議が目標と す る テーマの道標的な内容でも あ っ た為、 聴講者か ら は非常 に好評で し た。

ま た、 会議後は 01ST学内 ツ ア ー を開催 し ま し た。 約 20 名が参加 し 、 OIST の研究環境の素晴 ら し さ を体験 し
ま した。

実行委貴である本学工学部玉城教授は 「 今回の国際会議を開催す る に あた り 、 琉球大学、 01ST、 沖縄高等工業
専門学校、 琉球大学後援財団か ら様々な御支援を頂き ま した。 こ こ に感謝申 し上げます。」 と感謝の辞を述べてい
ます。

ポス タ ーセ ッ シ ョ ンの一幕

公開シンポジウ ム 「琉球列島の 自然講座」 を開催

去る 1 2 月 5 日 （ 土 ） に、 県立博物館において 「 琉球列島の 自然講座 」 が開催され、 高校生を含む 1 30 名の方々
が参加 さ れ ま した。 同 シ ン ポジ ウ ム は本学理学部が実施す る 「 国際サ ン ゴ礁研究教育ハ ブ形成プロ ジェ ク ト ※ 」
の一環と し て開催されたもので、 理学部の教員が琉球列島の豊かな 自然に秘め ら れた魅力 に ついて紹介す る と と
も に 、 温暖化やエルニーニ ョ に よ る環境変動が生物 に及ぼすス ト レスなどにつ いても説明 し ま し た。

沖縄の 自然の美 し い写真や図を使っ て行われた講演は分か り やす く 、 講演終了後は、 研究者だけでな く 一般の
方々か ら も質問が相次ぎ、 活発な質疑応答が行われま した。

［ プログラ ム ］
1 . サ ン ゴの臼化はいつ起 こ る ？ その秘密 と は ・ ・ ・

理学部海洋自然科学科 講師 中村 崇
2 .  しなやかに暮 ら す島の植物達

理学部海洋自然科学科 教授 傭田 哲郎
3 . 沖縄島の地質と成 リ 立ち

理学部物質地球科学科 教授 新城 竜一

4 . 鍾乳石の生長と鍾乳洞内の環境
理学部海洋自然科学科 教授 棚原 朗

眉
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シ ン ポジウ ム と 同時に、 3 階□ ビー に おいて 「 国際サン ゴ礁研究教育ハ ブ形成プロ ジェ ク ト 」 の研究成果の一

部がポス タ ーで紹介され、 多 く の方々が見学に訪れ ま した。
また、 当 日 は同プロ ジェ ク トの研究成果を一般向 け に ま と め た 「琉球列島の 自然講座サン ゴ礁 • 島の生き物た

ち ・ 自然環境 」 がミ ュ ー ジア ム ・ シ ョ ッ プに置かれ、 シ ン ポジウ ム後 に参加者が買い求め る姿が見 ら れ ま した。
同書は、 来春に増刷される予定です。

なお、 同書の英語版はプロ ジェ ク トのホ ームペー ジか ら ダウ ン ロ ー ド可能です。
http:/ /w3. u-ryu kyu.ac. j p/ coe/hu b/ styled-62/ styled-6 7 /index.html 

※ 「 園際サ ン ゴ礁研究教育ハ ブ形成プロ ジ ェ ク ト 」 と は、 地球環境変動がサ ン ゴ礁島嶼系 に生息 し て いる 生物 に
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対す る 影響や、 バイ オ ミ ネ ラ ルの生成機構 に 関 して、 生物学、 地学、 環境化学な ど多様な観点か ら研究を実施
す る ものです。 本プロ ジ ェ ク ト の活動を通 し て 、 学問の発展と地球環境の保全に寄与 し 、 さ ら に若手研究者を
育成 しつつ、 学際的 サ ン ゴ礁島嶼系 シ ス テ ム化学の構築を 自 指 し て い ま す。 20 1 1 年～ 20 1 5 年の 5 年間 に 、
海外と の共同研究 に よ る も のも含めて、 1 50 報以上の論文 ・ 総説が発表されて います。

ナイスステップな研究者1 1 人に選定
理学部の栗原晴子助教

琉球大学理学部海洋自然科学科の栗原晴子助教が 1 2 月 1 0 日 （ 木 ） 、 科学技術への顕著な貢献 201 5 （ ナ イ ス ス
テ ッ プな研究者 ） 1 1 人に選定されま した。

同賞は、 我が国の科学技術や学術の振興の政策立案プロ セスの一端を担 う 科学技術 ・ 学術政策研究所 ( NISTEP )
に よ っ て、 科学技術に対する夢を国民に与え、 わが国の科学イ ノ ベー シ ョ ンの向上に貢献す る もの と 評価された
研究者に授与される もので、 過去に は ノ ーベル賞を受賞 し た天野浩さんや山中伸弥さん、 小惑星 「 イ ト カ ワ 」 か
らの岩石採取に挑戦 し た無人探査機 「 は やぶさ 」 チ ーム代表、 川 口淳一郎さんも受賞されています。

栗原助教は世界で初めて、 化石燃料の大量消費に よ る 海洋の酸性化が直接海産動物の生活史 に影響を及ぼす こ
と を示 し 、 こ の酸性化が個々の生物だけでな く 、 生物間の相互関係を大き く 変え、 サ ン ゴ礁生態系に対 し て大き
な影響を及ぼす可能性と 、 こ の生態系の変化が海洋変動の指標となる可能性を示 し ま した。 こ れ ら の成果は、 気
候変動の詳細なメ カ ニズムの解明などに真献する こ と が期待されています。

栗原助教は受賞について 「 こ のよ う な名誉ある 賞を受賞 し 、 非常 に驚いて いる と共に大変光栄に思 っ てお り ま
す。 今後も海洋瑣境科学の更なる理解と発展 に貢献でき る よ う に研究に励んでいきたいです 」 と述べ、 来年 1 月
に文部科学大臣よ り 表彰予定です。

科学技術 ・ 学術政策研究所
http://www.nistep.go.jp/activities/nistepaward 

越境する沖縄関係資料

〇栗原 晴子 （ く り は ら は る こ ）
琉球大学理学部海洋自然科学科 （ 生物系 ） 助教
「 海洋生物の観察 に よ る 、 地球規模で進行する

海洋の温暖化及び酸性化の把握」

主な受賞暦
● 最優秀口頭発表賞

I nternationa l Conference of Echinoderm ( 2004 年 ）
● 最優秀ポス タ ー賞 日本甲殻類学会 ( 2007 年 ）
● 日本海洋学会 海洋環境科学賞 ( 20 1 3 年 ）

ハワイ大学一琉球大学図書館合同プロ ジェク ト 「阪巻•宝玲文庫デジタル化」
事業報告•研究報告会開催

去る 1 2 月 1 6 日 （ 水 ） に琉球大学 50 周年記念館 に お い て 、 琉球大学附属図書館 と ハ ワ イ 大学マ ノ ア校図書館
に よ る合同プロ ジェ ク ト 「 ハ ワ イ 大学所蔵阪巻 ・ 宝玲文唐デジタ ル化プロ ジェ ク ト事業」 クの事業報告 ・ 研究会が
開催されま した。

阪巻 ・ 宝玲文庫は、 イ ギ リ ス人ジャ ーナ リ ス ト であ る フ ラ ン ク ・ ホ ー レー氏の旧蔵資料の内、 琉球 ・ 沖縄関係
の資料と ハ ワ イ 大学教授の阪巻駿三博土の資料を合わせた資料群と して、 現在はハ ワ イ 大学マ ノ ア校ハ ミ ル ト ン
図書館 に所蔵されて い ま す。 1 400 年代か ら 1 960 年代ま での貴重な琉球 ・ 沖縄関連の文献であ り 、 当該期の経
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済状態や戦前の行政、 歴史 ・ 地理、 地図、 産業、 琉歌、 私製本や絵画作品などを示す、 戦禍 に よ っ て多 く の史資
料を消失 した沖縄県に と っ て、 琉球 ・ 沖縄研究において欠 く こ との出来ない貴重な コ レ ク シ ョ ンです。

本プロ ジェ ク ト は、 ハ ワ イ 大学図書館 と 琉球大学附属図書館の連携の下、 文献をデジタル化 し、 オ ン ラ イ ンで
広 く 公開 したプロ ジェ ク ト であ り 、 こ れ に よ り 世界中 ど こ か ら でも資料の閲覧が可能にな り ま し た。 教育や学習、
研究への活用 、 ま た琉球 ・ 沖縄史の研究の更な る 深化が期待さ れて い
ま す。 関連す る事業の一部 に つ い て は 、 事業が評価さ れ公益財団法人
図書館振興財団の助成金を受けて実施 し て い ます。

事業報告 ・ 研究報告会では、 大城肇琉球大学学長、 ハ ワ イ 大学マ ノ
ア校図書館長ア イ リ ー ン ・ ヘ ロ ル ド氏、 琉球大学附属図書館花城図書
館長よ り 開会の挨拶があ り 、 その後琉球大学附属図書館冨田職員よ り
事業経過報告、 ハ ワ イ 大学マ ノ ア校図書館 日 本研究専門司書である登
紀子 ・ 山本 ・ バゼル氏、 琉球大学法文学部赤嶺教授よ り 基調講演があ
り ま した。

さ ら に、 研究報告 と し て、 附属図書館職員の久貝典子、 崎原綾乃、
冨田千夏、 山本ち ひろ に よ る 研究報告があ り 、 阪巻 ・ 宝玲文庫の資料
が多岐にわたる分野の研究 に と っ て大きな意義のあ る 資料群であ る こ
と が報告されま した。

1 2 月 1 8 日 （ 金 ） に は沖縄嗅副知事安慶田光男氏を表敬訪問 し 、 プ
ロ ジ ェ ク ト の報告を行い ま し た。 安慶田副知事か ら は 「本プロ ジ ェ ク
ト は一つの事業を、 国境を超えた多 く の人々が協働 し た と こ ろ が意義

深い。 また、 ハ ワ イ と沖縄は歴史的 に も 交流が深 く 、 こ れ を機に よ り
一層絆を深め て い ければ」 と 述べ ら れ ま し た。 最後は 出席者全員で記 " 
念撮影を行い、 和やかな雰囲気の内 に表敬訪問が終了 し ま した。

■琉球 ・ 沖縄関係貴璽資料デジタルア ー カ イ ブ
http:/ /manwe.lib.u-ryukyu.ac.jp/d-archive/ 

■ハ ワ イ大学マ ノ ア校図書館所蔵阪巻 ・ 宝玲文庫について
http://manwe.lib.u-ryukyu.ac.jp/d-archive/sakamaki-hawley.htm 

璽 就職

ハ ワ イ大学マノ ア校図書館長
アイ リ ー ン ・ ヘロル ド氏

県内外の研究者や一般市民が来場

うりずんプロ ジェク ト201 5夏期イ ンタ ー ンシップフェアを開催

平成 27 年 5 月 23 日 （ 土 ） 1 0 時～ 1 5 時 30 分 ま で、 琉球大学大学会館 3 階特別会議室で、 う り ずんプロ ジ ェ
ク ト の 「 20 1 5 夏期イ ンタ ー ンシ ッ プフ ェ ア 」 が開催さ れ ま した。

う り ずんプロ ジェ ク ト と は、 文部科学省の大学改革推進等補助金事業の 「産業界のニー ズに対応 した教育改善 ・
充実体制整備事業 【 テ ーマ B 】 イ ンタ ー ンシ ッ プ等の取組拡大 」 で採択された沖縄型のイ ン タ ー ンシ ッ プ事業 （ 正
式名称 ： う り ずんプロ ジェ ク ト～ 「 沖縄型 」 イ ン タ ー ンシ ッ プの展開～） で、 琉球大学が幹事校と な リ 、 名桜大学、
沖縄大学、 沖縄キ リ ス ト教学院大学及び沖縄国際大学の 4 大学が連携校と な っ て、 イ ン タ ー ンシ ッ プを活用 し た
キ ャ リ ア教育を行う 体制の整備や、 学生と企業等 と の懸け橋 と なる イ ン タ ー ンシ ッ プの仕組みづく り を行 っ て い
ます。

イ ン タ ー ンシ ッ プフ ェ アの内容は、 次の と お り です。
【 第 1 部 】 1 0 : 00 � 1 2  : 00 

1 . イ ン タ ー ンシ ッ プ ・ プロ グラ ムの説明等
就職セ ンタ ー イ ン タ ー ンシ ッ プ ・ コ ーディ ネータ ー 川平 敦
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2. 講演 「 イ ンタ ー ンシ ッ プ活用術 」
沖縄タ イ ムス社 編集局社会部 記者 伊證 由紀子 氏

3. 「 エ ン ト リ ー シー ト • 履歴書作成のポイ ン ト 」
株式会社ニ ッ チ 代表取締役 （ キ ャ リ ア ・ ア ドバイ ザー） 次呂久 由利恵 氏

［ 第 2 部 】 1 3 : 30 - 1 5 : 30 

4. イ ンタ ー ンシ ッ プ受入企業 に よ る ブース説明会
5. 交流会

同 フ ェ アでは、 まず、 松本剛就職セ ンタ ー長 に よ る 挨拶の後、 川平敦コ ーディ ネー タ ーか ら 、 う り ずんプロ ジェ
ク ト で実施す る イ ン タ ー ンシ ッ プの内容及び種類等について概要説明があ っ た。 続いて、 琉球大学を一昨年卒業
し、 沖縄タ イ ム ス社記者 と な っ た伊濃由紀子氏 に よ る 「 イ ン タ ー ンシ ッ プ活用術」 と題す る 講演があ り 、 その中
で 「 イ ン タ ー ン シ ッ プで は 自 分を良 く 見せよ う と 肩肘は ら ずに 自分が成長す る場と と ら え る こ と 」 、 「社会人 と 接
す る 練習 に なる 」 、 「学生時代に、 失敗を恐れず自分の能力 よ り 少 し高い目標を設定 し て 自分に負荷をかけた こ と
が社会に出てか ら役立っ た 」 等、 自身のイ ンタ ー ンシ ッ プ経験を通 して数々の貴重なア ドバイ スがあ り ま した。

引 き続き、 キ ャ リ ア ・ ア ドバイ ザーの次呂久由利恵氏に よ る 「 エ ン ト リ ー シ ー ト • 履歴書作成の ポイ ン ト 」 の
説明では、 自分が企業の人事担当者な ら 履歴書の どの部分を見 る か、 その理由 は ？ と い う 問 い か けか ら始ま り 、
良い履歴書例、 悪い履歴書例を使っ た実践的な内容で説明を行い、 参如 した学生 ら はす ぐ に応用 でき る ポイ ン ト
を学ぶ こ と ができま し た。

午後か ら は、 イ ン タ ー ンシ ッ プ受入企業等担当者に よ る ブース説明会があ り ま した。 開始前 に松本剛就職セ ン
タ ー長か ら 「企業等担当者か ら 一方的に話を聞 く だけでな く 、 必ず質問す る よ う に ！ 」 と学生を激励 し 、 学生達
は 20 分 ごと に ブー ス を移動 し な が ら 、 次々 と 企業の業務内容やイ ン タ ー ン シ ッ プ取組み等の説明を聴き、 ど こ
にエン ト リ ーす る か真剣 に考えて いま し た。

終了後の学生アンケー ト では、 「 イ ン タ ー ンシ ッ プは職場体験であ っ て、 仕事を体験する ものだと考えていま し
たが、 その他にも社会人 と し て働いている人と のふれ合いの中でマナーや 自分の得意 ・ 不得意を見つけ、 改善で
き る 機会で あ る こ と に気付かされま し た 」 、 「 自分は現在 2 年次で、 当初イ ンタ ー ンシ ッ プは 3 年次か ら 始め よ う
と 思 っ ていたが、 今回の機会を得て積極的 に今か ら イ ン タ ー ンシ ッ プなどに参加 し よ う と 思 っ た 」 な ど、 参加 し
た学生か ら は、 満足度の高いイ ンタ ー ンシ ッ プフ ェ ア と な り ま し た。 （ ア ンケー ト回収 55 名中、 と て も満足 ( 36 ) 、
ま あ ま あ満足 ( 1 9 ) と の回答結果 ）

【 参加学生内訳 】
学 校 名 1 年次 2年次 3年次 4年次 院 生 計

琉球大学 4 1 3  29 1 1 48 

名桜大学 ゜ 4 3 ゜ ゜ 7 

沖縄大学 ゜ ゜ 3 1 ゜ 4 

沖縄キ リ ス ト教 ゜ ゜ ゜ ゜ 。 ゜
学院大学

沖縄国際大学 ゜ ゜ 5 ゜ ゜ 5 

沖縄女子短期大学 3 ゜ ゜ ゜ ゜ 3 
［ 第 1 部 】 イ ン タ ー ン シ ッ プ ・ プログラ ム の説明

合 計 7 1 7  40 2 1 67 

【 参加企業等内訳 】
企業等区分 企業等 ・ 団体数 参加者数 （人）

企業等 （ ブース含む ） 34 56 

大学等 5 1 7  

行政機関 2 3 

合 計 41  76 

王嚢Zか

［ 第 2 部 ］ 受入企業 に よ る ブース説明会の模様
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平成27年度琉球大学就職センタ ーと保謳者との懇談会を開催

「平成 27 年度琉球大学就職セ ン タ ー と保護者 と の懇談会」 は、 琉大祭の開催時期 に併せて、 平成 27 年 9 月 26
巳 （ 土 ） 及 び 27 日 （ 日 ） の両日 開催の予定で し た が、 台風 2 1 号の強風等の影響が予想されたため、 参加者の安
全を考慮 し て 27 日 （ 日 ） の琉大祭中止に伴い、 懇談会は 26 日 （ 土 ） のみの開催と な り ま した。

同懇談会は、 昨年度同様、 学部 1 ~ 3 年次学生の保護者を対象 に 「最近の大学における就職状況につ いて、 大
学と保護者と の相互理解を深め る 」 こ と を 目 的 に実施 し ま した。 懇談会には、 琉大祭の見学も兼ねて、 1 24 名 の
保護者が県内外か ら参加されま し た。

懇談会第 1 部 ( 1 3 : 00 � 1 4 : 30 ) では、 松本就職セ ンタ ー長の開会
挨拶の後、 キ ャ リ ア ・ ア ドバイ ザー （ 次呂久由利恵さ ん ） に よ る 就職活
動支援状況の報告があ り 、 その後 「 就活の心構 え と 就職セ ン タ ー の利用
について 」 松本就職セ ンタ ー長が説明 し ま し た。

続いて、 公務員、 県内及び県外企業の内定学生 6 名 に よ る 就職活動の
体験報告があ り 、 その中でも特 に就職活動期 間 中 に お け る 保護者 （ 親 ）
との関わ り 方について は関心が高 く 、 保護者の方々 も熱心に聞き入 っ て
いま した。

質疑応答では、 「保護者 （ 親 ） と 関わ り た が ら な い 時期 の学生 （ 子 ） に
どのよ う に接 し て行けば良いか 」 な どの質問があ り 、 内定学生か ら 、 「学
生 （ 子 ） の意思を尊重 しながらも、 保護者 （ 親 ） の考え方を言い続ける こ
と に よ り 、 学生 （ 了 ） は不満そ う に見えて （ 内心では ） 理解 し てい け る の
では 」 な どの意見があ り ま し た。

第 2 部 ( 1 4 : 40 � 1 6 : 00 ) と し て、 場所を就職セ ンタ ー に移 し、 保
護者による個別就職相談及び就職セ ンタ 一見学会を実施 し ま した。

終了後のア ンケ ー ト では、 保護者か ら 、 満足度が高 く 、 参考に な っ た
との意見が多 く 寄せ ら れま した。

空タ
ー

氣

翌
つ
い
て

平成27年度就活キックオフセミナ ーを開催

去る 1 1 月 9 日 ～ 1 3 日 に、 学部 3 年次 ・ 院 1 年次の学生を対象 に 、 「 就活キ ッ ク オ フ セ ミ ナー」 が開催されま した。
就活キ ッ ク オ フ セ ミ ナ ー は、 3 月 か ら ス タ ー ト す る就職活動 （ 就活 ） の前に、 流れ及び心構え等を、 学び確認

す る ものであ り 、 4 回を通 し て延べ 29 1 人の学生が参加 し ま した。
セ ミ ナー は、 松本就職セ ンタ ー長の開会の挨拶及び講演に始ま り 、 パワ フル ・ サポー ト専任 コ ーデ ィ ネ ー タ ー

に よ る 就職ガイ ダンス、 内定を獲得 し た先輩達の体験談、 学生か ら の先輩達への質問 な どか ら構成されてお り 、
専任 コ ー デ ィ ネ ー タ ーか ら は 「 一 日 の言tは晨 （ あ し た ） に あ り 」 と 早め に取 り 組む こ と の重要性が話され、 先輩
達か ら は イ ンタ ー ンシ ッ プや OB 訪問、 公務員試験 に 向 けてのモチベー シ ョ ンの保ち方な どについて、 ア ドバイ
スがあ リ ま した。 また、 「就職活動 に あ た っ て特別な対策は し て い な か っ たが、 元々 自分のや リ た い業界なので、
分か っ て いて当然のはず」 「 元々資格試験を通 じて働きたい分野の勉強を し て お り 、 就職先の社員の方と も顔見
知 り であ っ た 」 な ど、 早い段階か ら 情
報収集や活動 を し て いた こ と な ど、 具
体的な体験談を披露 し 、 参加学生 は熱
心に耳を傾けて いま した。

参加学生は 「実感が湧 い た 」 「就職
活動がど う い う ものなのかイ メ ー ジす
る こ と が出来た」 「 モ チベー シ ョ ン が
上がっ た 」 な ど と 話 し 、 来 る 3 月 か ら
本格 的 に 解禁 と な る 就職活動 に 向 け
て、 気持ち を高めていま した。

tt 

パワフル ・ サポー ト の専任コ ー ディ ネータ ー 熱心に聞き入る学生
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平成27年度 「国家公務員研究セミナ ー」 等を開催

平成 27 年 1 1 月 30 日 （ 月 ） 1 3 時か ら琉球大学大学会館 3 階の特別会議室において、 平成 27 年度 「 国家公務員
研究セ ミ ナー」 が開催されま した。

こ の セ ミ ナー は、 県内学生への国家機関への興昧 • 関心を高め、 公務の重要性や団民生活との関わ り への理解
を深め る ため、 人事院沖縄事務所が主催 し 、 琉球大学就職セ ンタ ーが共催 して実施 したものです。

セ ミ ナー当 日 は、 沖縄管内 に所在する 国家の機関 ( 20 機関 ） が1固別プー ス を設け、 参加学生が各ブース を 自 由
に参加でき る形式と し、 1 回 25 分の業務説明を 6 回実施 し ま した。 参加学生は、 興昧 • 関心の あ る 国家機関のみ
な ら ず、 日 頃はあ ま り 接する機会のない別の国家機関ブース を訪れ、 各機関担当者の説明に熱心に耳を傾けてい
ま した。

当 日 は、 253 人の学生等 （既卒者含む） が参加 し、 参加者か ら は、 「 知 ら なか っ た機関や、 機関名だ けでは分か
ら なか っ た こ と も知る こ と ができて良か っ た 」 、 「 漠然と し て いた国家公務員の仕事について詳 し く 聞 けて、 以前
よ り 興昧がも て る よ う に な っ た 」 等の回答があ り ま した。

ま た、 今回の 「 国家公務員研究セ ミ
ナー」 に先立ち、 1 1 月 24 日 （ 火 ） 1 3 :

30 か ら 大学会館 3 階で、 県 内 女子学
生等を対象 と し た 平成 27 年度 「 女性
のための囲家公務員 セ ミ ナ ー」 も 開催
さ れ、 国家公務員の仕事の魅力、 仕事
と育児の両立、 転勤な ど、 女性な ら で
は の 視点 で 女性公務員 に よ る 講洟 と
女子学生 と の フ リ ー ト ー ク が行われ、
1 09 人が参加 し ま し た。 参加者との座談会を開いた機関 パワ ー ポイ ン ト を用いて説明する担当者

瓢 管理運営

平成27年度琉球大学入学式•大学院入学式

平成 27 年 4 月 3 日 （ 金 ） 、 琉球大学入学式及び大学院入学式が沖縄コ ンベン シ ョ ン セ ン タ ー展示棟で行われま
し た。

本年度の入学生は、 学部学生 1 ,643 名、 大学院生 324 名、 特別支援教育特別専攻科 7 名の総計 1 ,974 名です。
なお、 学部入学生代表宣誓を、 農学部亜熱帯地域農学科の上江；

｀
州 希佳さん、 大学院入学生代表宣誓を医学研究

科池原 由美さんが行いま した。
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総合情報処理センタ ー ISMS認証授与

琉球大学総合情幸靱処理セ ン タ ー は、 平成 27 年 4 月 1 3 日 付で、 BS I グルー

二こ〗��;瓜誓『り

こ

」］�j二：
ミノ

2;1：二ここ：J§(尺：合のし口 ＾如 (iり 団
ISMS 認証登録を取得 し ま した。 i て圭豆ご

平成 27 年 4 月 28 日 に は、 学長へ今回の認証登録を報告いた し ま し た。 IS 622502 / ISO 27001 

認証登録範囲は、 総合情報処理セ ンタ ーが提供する学内情報基盤 （ 教育 ・ 研究用電子計算機サー ビス、 学内ネ ッ
ト ワ ー ク ） サー ビス と な り ます。

IS02700 1 の認証を取得す る こ と は、 組織の情報セキ ュ リ テ ィ 管理
硫I 体制の整備や学内組織の体質強化、 情報を扱 う 教職員の意識 ・ スキル

向上に つながる だけでな く 、 対外的 にも情報セキ ュ リ テ ィ の信頼性を
向上させる こ と ができ、 国際的 に も ア ピールする こ と ができます。

総合清報処理セ ン タ ー は、 平成 26 年 4 月 か ら 施設面な どの物理的
セ キ ュ リ テ ィ と 情報を取 り 扱 う 手順書の整備な ど ソ フ ト面の両方の整
備を開始 し 、 （ 株 ）サ ン ・ パー ト ナーズの支援を得て、 BSI ジ ャ パンの一

次審査、 二次審査を経て認証の獲得に至 り ま し た。 今後は、 BS I グルー

プジ ャ パン に よ る サーベイ ラ ンス審査を毎年受けつつ、 情報資産の管
理を厳密 に行 う こ と で、 社会に対 し て信頼され る 大学の情報機関 と し
て役割を果た し て ま い り ます。

再生医療研究センタ ー オ ー プニングセ レモニ ー及び内覧会を開催

平成 27 年 6 月 28 日 （ 日 ） 1 1 時か ら 、 琉球大学医学部再生医療研究セ ンタ ー において、 オープニ ングセ レモニー 、
内覧会が行われま した。

本セ ンタ ー は、 ロ ー ト製薬 （ 株 ） か ら 寄贈 さ れた 2 階建ての建物 （ 延床面積 8 1 2 m2 ) の 1 階部分 に、 沖縄県の
先端医療産業開発拠点形成事業で整備 さ れた本格的な細胞培養加工施設 （床面積 224 mり を有 し て い ま す。 当
セ ン タ ーの業務は、 細胞培養加工施設を維持管理 ・ 運営 しつつ、 安全な再生医療用の細胞を供給 し 、 医学部附属
病院や医療機関、 研究機関、 企業な どと連携 し て優れた再生医療研究を実用化する こ と です。

オープニングセ レモニ＿ には、 翁長雄志 沖縄県知事 （ 代理出席 ） 、 山田邦雄 ロ ー ト製薬株式会社 代表取締役会長
兼 CEO、 牧野守邦 沖縄総合事務局 経済産業部長、 島居剛志 文部科学省高等教育局 医学教育課 課長補佐、
大城肇 琉球大学長、 松下正之 琉球大学医学部長、 藤田次郎 琉球大学医学部附属病院長を始め と し、 1 00 名近 く
が参加 し ま し た。

一
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今後、 本セ ンタ ー にて実用化された再生
医療を多 く の患者さん に堤供 し 、 沖縄県の
健康社会の実現 と再生医療の産業化推進に
貢献する こ と が期待されています。

［ テープカ ッ ト の様子 】 （ 右か ら ）
松下 医学部長
島居 文部科学省高等教育局医学教育課課長補佐
大城 学長
翁長 沖縄県知事 （ 代理出席 ）
山田 ロ ー ト製薬株式会社 代表取締役会長 兼qEO
牧野 沖縄総合事務局 経済産業部長
藤田 附属病院長

，， 



「エ コ ク リ ー ンデー in 琉大」 を実施

〒

一ー
一―
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7 月 1 5 日 、 エ コ ロ ジカ ル ・ キ ャ ン
パス構築活動の 一環 と し て、 「 エ コ ク
リ ー ン デー i n 琉大 」 が実施 さ れ ま し
た。 実施に先立ち、 エ コ ロ ジカ ル ・ キ ャ
ンパス推進委員会の堤 （ つ つ み ） 副委
員長が挨拶 し 、 「 エ コ ク リ ー ン デー は
毎年好天 に恵ま れ ま す。 今年も炎天下
での作業と な り ま すの で、 熱中症 に気
を つ けて清掃作業を行 っ て く ださ い。」
と の注意があ リ ま し た。 その後、 それ
ぞれの担当区域へ移動 し 、 草刈 り 、 ゴミ拾い及び分別などの作業を行いま した。

堤副委員長の挨拶 ループ道路

医学部附属病院が病院機能評価 3rdG:Ver1 . 1 認定証を受領

こ のた び、 琉球大学医学部附属病院は 8 月 7 日 付けで公益財団法人
日 本医療機能評価機構か ら病院機能評価 ( 3rdG : Ver 1 . 1 ) の認定証
交付を受け、 藤田病院長が大城学長及び須加原理事に報告 し ま し た。

今 回 は 3 回 目 の更新認定 と な っ て お り 、 「 患者中心の 医療の推進 」
「良質な医療の実践 」 「 理念達成に向 けた組織連営 」 の 3 つの項目で審
査されま し た。

職員が一丸 と な っ て改善に向 けて取 り 組む こ と で、 実質的な医療の
質向上が図 ら れ ま した。 今後は、 審査を受ける こ と で明 ら か に な っ た
課題を改善す る と と も に、 自律的かつ継続的な医療の質向上を図 っ て
ま い り ます。

認定期 間 は平成 27 年 5 月 30 日 か ら平成 32 年 5 月 29 日 ま での 5 年
間 と な っ て お り ます。

第 1 回 認定第 」C509 号
認定期間 ： 平成 1 7 年 5 月 30 日 ～平成 22 年 5 月 29 日

第 2 回 認定第 JC509-2 号
認定期間 ： 平成 22 年 5 月 30 日～平成 27 年 5 月 29 El 

第 3 回 認定第」C509-3 号
認定期間 ： 平成 27 年 5 月 30 日～平成 32 年 5 月 29 日

左から藤田病院長、 大城学長、 須加原理事
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厚生労働省 「子育てサポー ト企業」 に認定され、 「くるみんマーク」 を取得

去る 1 1 月 30 日 （ 月 ） に本学第 2 階会議室にて、 く る みんマー ク 認定授与式がと り 行わ
れ ま した。

本学は、 平成 27 年 1 1 月 9 日付けで、 沖縄労働局長か ら次世代育成支援対策推進法 （以
下 「 次世代法 」 ） に基づく 「 基準適合一般事業主 （ 子育てサポー ト企業 ） 」 と認定され、 「 <’

る みんマー ク （ 次世代認定マーク ） 」 を取得 し ています。
次世代法は、 次代の社会を担 う すべての子どもが健やかに生まれ、 育成され る 環境の整

備を図 る た め に制定されたものであ り 、 「 く る みん 」 と は、 赤ち ゃ んが大事に包ま れ る 「 お
く る み 」 と 、 「 職場 ぐ る み ・ 会社 ぐ る み 」 で仕事と子育ての両立支援に取 り 組も う と い う 意

L 
る み

＊ 
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味が込め られています。
本学は、 職員の仕事 と 子育ての両立を支援す る た め に 策定 し た 「 国立大学法人琉球大学一般事業主行動計画

（ 第 3 期 ） 」 に おいて、 「計画期閻内に 目標の 5 倍の男性 1 0 名が長期間の育児休業を取得 」 「女性は期間内 に出産 し
た 203 名 に対 し 、 期間内に 232 名が育児休業を取得 し取得率 1 1 4.3% 」 「 法人独 自 に制度に関す る ガイ ド ブ ッ ク
を作成 （ 外国籍の教職員も活用でき る よ う 、 英語表記も あ り ） 」 「学内通信に男性育児休業取得者の事例を紹介 し 、
取得を奨励 」 した点な ど認定基準 9 項 目 を満た し 、 こ の度の認定と な り ま した。 沖縄県内では 1 4 例 目 の認定、 教
育研究機関 と し て は県内第 1 号です。

今回 「 く る みん」 マー ク を取得 し た こ と で、 本学の ホ ー ムペー ジ、 印刷物、 職員の募集要項等への掲載や名刺
な どへの使用が可能にな り ます。

本学では今後も職場環境や教育 ・ 研究環境の整備 ・ 充実に取 り 組んで参 り ます。
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学生と学長との懇談会を開催

去 る 1 2 月 9 日 （ 水 ） に本学で 「学生 と 学長 と の 懇
談会 」 が開催されま した。

同懇談会は、 教育環境、 教育方法の改善、 学生生活
支援、 キ ャ リ ア支援な ど に ついて学生と意見交換を行
い、 今後の教育改善、 学生生活等の充実を図 る こ と を
目 的 と し た も の であ り 、 平成 1 6 年度か ら毎年開催 し
てい ます。 大学側か ら は大城肇学長、 渡名喜庸安理事 ・
副学長が、 学生側 か ら は課外活動団体 （ 体育系 ・ 文化
系 ） の リ ーダー等 9 名が出席 し ま し た。

当 日 は、 「 各課外活動団体の リ ーダー と し ての在 り
方 （ 自覚 ・ 責任等 ） 及び大学への要望等 」 をテーマ に 、
それぞれの課外活動の状況 リ ーダー と し て得た こ と
や責任、 心懸けている こ と 、 留学生と の交流 今後の
目標、 大学への要望な ど、 活発な意見
交換が行われま し た。

大城学長か ら は 「 出来る事は早急に
対応 したい。 失敗を恐れず大き く チ ャ
レ ン ジ し 、 活躍 して欲 し い 」 と 激励が
送 ら れま し た。

今後、 学生か ら 寄せ ら れ た意見等
も踏まえ、 本学の教育 ・ 学生生活支援
の在 り 方について検討 し てい く こ と と
してい ます。 懇談会の様子
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皿 社会連携

琉球大学サテライ ト•イプニ ング•カ レッジ開設式典を開催

本学では、 平成 27 年 4 月 1 6 日 （ 木 ） に沖縄産業支援セ ンタ ー において、 本学学生、 一般社会人の受講生及び
関係者の出席の下、 琉球大学サテラ イ ト ・ イ ブニング ・ カ レ ッジ開設式典を開催 し ま した。

本カ レ ッ ジは、 平成 25 年度文部科学省 「地 （ 知 ） の拠点整備事業」 に採択された本学の 「 ち ゅ ら島の末来を創
る 知の津梁 （ か け橋 ） 」 事業のプロ グラ ムの一つである 「学び直 し充実強化」 の一環 と し て平成 27 年度か ら 開講
するものです。

本カ レ ッ ジの授業科目は、 県内の産業界や各企業、 各種経済団体に対 してニーズ調査を行い、 地元が求め る ニー

ズを十分に把握 し 、 それ に適 う 実践的 ・ 応用的なカ リ キ ュ ラ ム を本学の学生のみな ら ず、 一般の社会人にも提供
す る ものです。

授業ス タ イ ル は、 原則 的 に PBL と 呼ばれ る 「 課題解決
型学習法」 を採用 し 、 グルー プワ ー ク や □ ー ル プ レ ー イ
ング、 ケース ・ ス タ ディ 、 ディ ス カ ッ シ ョ ン、 プレゼンテー

シ ョ ン等の学習方法を用 いています。
ま た、 本カ レ ッ ジの開講 日 は、 昼間働 く 社会人への利

便性を考慮 し木曜日 ・ 金曜 日 の 夕 方 と 、 土曜 日 の午後 に
行い、 ま た場所は、 本学の西原キ ャ ンパス を離れ、 市街
地か ら も近郊の沖縄産業支援セ ン タ ー （ 那覇市小禄在 ）
で行います。
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こ れ に よ り 、 多 く の働 く 社会人に対する 学び直 し の機
会の提供や、 本学学生が、 社会人と交流す る こ と に よ り 、
実践的で直接的 に現場の声が聞 け、 広い視野 と 多元的 ・

多角的な分析力が養われる こ と を期待 し て い ま す。

［ 琉球大学サテ ラ イ ト ・ イ ブニング ・ カ レ ッ ジ看板除幕の様子 】

左から志村学部長、 大城学長、 外間理事 ・ 副学長、

式典の開会に先だち、 本学の大城学長、 外閻理事 ・ 副学長、 志村
観光産業科学部長、 牛窪産業経営学科長、 下地学長補佐 に よ る 琉球
大学サテ ラ イ ト ・ イ ブニング ・ カ レ ッ ジ看板の除幕が行われ ま した。

その後、 会場を移 し式典が開会され、 大城学長 と 志村学部長 に よ
る挨拶、 本学役貴と 担当教員の紹介が行われ、 式典は終了 しま した。

式典終了後、 初めての講義と して、 「人的資源管理論基礎 ・ 応用 」 、
「財務管理論基礎 J 及び 「 経営管理特殊講義XI （ ビジネス ・ ア カ ウ ン
テ ィ ング基礎 ） 」 が行われ、 受講者であ る 本学学生及び一般社会人は
熱心に講師の話に耳を傾けていま した。

琉球大学•名桜大学・ハワイ大学システムが
コ ンソーシアム協定を縮結

平成 27 年 5 月 1 2 日 、 琉球大学 · 名桜大学 ・ ハ ワ イ 大学はハ ワ イ
州政府庁舎に おいて、 コ ン ソ ー シ ア ム協定に調印 し ま した。 調印式
に は 県系の デー ビ ッ ド ・ イ ゲ知事も同席され、 「今年は沖縄県 と ハ
ワ イ 州の姉妹都市締結 30 周 年 に あ た る 。 沖縄と ハ ワ イ の大学が連
携す る こ と の意義は大きい 」 と述べ ら れ ま した。

ハ ワ イ 大学は沖縄研究 に関する豊富な蓄積があ る こ と で知 ら れて
お り 、 こ のた び 3 大学が連携す る こ と に よ り 琉球諸語、 観光、 自然
科学な どさま ざまな分野で一層研究が進む こ と が期待されています。

牛窪学科長、 下地学長補佐

【 グループワ ーク に よる講義の様子 】

前列左か ら ラ ス ナー総長 （ ハ ワ イ 大学 ） 、

山里学長 （ 名桜大学） 、 イ ゲ州知事、 大城学長 （琉球大学）
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大城学長と名桜大学の山里学長は、 研究だけでな く 教育面でも効果が期待される と話 し、 学生交流促進に も意欲
をみせま した。 ハ ワ イ大学シ ステムのラスナー総長は 「 協力関係がさ ら に強化される 」 と期待 し ま した。
※ ハ ワ イ 大学システム ： 3 つの 4 年生大学及び 7 つの コ ミ ュ ニ テ ィ ー カ レ ッ ジを有する大学組織

沖縄県と国立大学法人琉球大学との包括連携協定の締結

去る平成 27 年 9 月 1 4 日 （ 月 ） 、 沖縄県庁 に おいて、 沖縄県 と琉球大学と の包括連携協定締結式が関係者に よ
る 出席の下、 執 り 行われま し た。

本包括連携協定は、 沖縄 2 1 世紀 ビジ ョ ンで示さ れた目指すべき将来像の実現や地方創生の着実な推進な ど に
向けて、 沖縄県と琉球大学が有す る 資源の効果的な活用 と 、 緊密な連携 ・ 協力 に よ り 、 地域の様々な課題に迅速
かつ適切に対応 し 、 活力ある個性豊かな地域社会の形成 • 発展に寄与する こ と を 目 的 と す る ものです。

こ れまで、 本学と沖縄票との間では、 い く つかの分野にお いて、 連携協定を締結 し、 連携事業を推進 し て き ま
した。 例えば、 平成 1 9 年度の産業振興に関する連携協定や、 平成 24 年の沖縄県イ ンタ ー ンシ ッ プの取 リ 扱い に
関する協定などです。

本包括連携協定締結に よ り 、 今後、 沖縄県に おいて、 様々な分野において、 連携 · 協力が推進さ れる こ と と な
り ま す。

式典では始め に、 協定締結内容の確認が行われ、 その後、 両機関
の代表であ る 、 翁長雄志沖縄県知事と大城肇琉球大学長が協定書に
署名 し、 協定が締結されま した。

その後、 翁長知事と大城学長か ら挨拶があ り 、 翁長知事は、 「 本協
定締結に よ り 、 沖縄県は、 沖縄の自律的発展、 地域の活性化や県民サー

ビスの向上のため、 多分野 に おいて、 一層効果的な施策の実施 に努
めて い く 」 と 述べ ら れ ま し た。

大城学長は、 「今後、 沖縄県を は じ め、 関係機関や民間企業 と の連
携 ・ 協力 に よ り 、 地元の ニ ー ズに 一層機動 的 に応え る こ と ができ、
嗅民の皆様か ら愛される大学 と し て 、 全学を挙げて取 り 組ん で ま い
り ま す 」 と決意表明 し ま した。

【 連携 ・ 協力分野 l
( 1 ) 環境の保全及び緑化の推進に関す る こ と 。
( 2 ) 文化の振興に関す る こ と 。
( 3 ) 保健医療、 福祉の向上に関す る こ と 。
( 4 ) 共助 ・ 共創型地域づく り の推進に関す る こ と 。
( 5 ) 観光 リ ゾー ト産業や農林水産業をは じ め と す

る各種産業、 科学技術の振興に関す る こ と 。
( 6 ) 雇用創出、 若者定着の取組に関する こ と 。
( 7 ) 離島の振興に 関する こ と 。
( 8 ) 国際交流の推進に関する こ と。
( 9 ) 教育、 人材育成に関す る こ と 。
(10) その他 本協定の目 的 を達成する ため に必要な事項に関す る こ と 。

協定書署名後の記念撮影
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「グッジョフ
‘

*1こ しIなら わくわくワ ーク」 に参加
ー産学官包括連携協定縮結に伴う事業協カ一

「地域の子供は地域で育て る ！ 」 をテーマ に 、 20 1 5 年 9 月 23 日 （ 水 ） に西原町町民交流セ ンタ ーで開催された
「 グッ ジ ョ ブ貨に し は ら わ く わ く ワ ー ク 」 （ 主催 ： 西原町就業意識向上支援事業連絡協議会 ） に 、 琉球大学工学部
技術部か ら 1 6 名の技術職員が参加 し ま した。 これは、 琉球大学と西
原町、 西原町商工会 と の包括連携協定締結 に伴 う 取組の一環 と し て
参加 したものです。

工学部技術部では、 西原町の小中学生を対象 と した、 体験学習 「 電
気を見てみよ う ！ 測定器の操作体験 」 、 モ ノ づ く り 「世界ー かんた
んなモ ー タ ー をつ く ろ う ！ 」 と 「 ネ ジをつ く っ て コ マ を組みたてよ
う ！ 」 の 3 テ ーマを提供 し実施 し ま した。 さ ら に、 ア ト ラ ク シ ョ ン と
し て 「 空気砲 ・ 風船輪 く ぐ り 」 と 「 サ ン シ ン演奏 ロ ボ ッ ト 」 も実施 し
てイベン ト を 盛 り 上げる役割を果た し ま した。

今回の 「 グ ッ ジ ョ ブ唸に し は ら わ く わ く ワ ー ク 」 は、 多種多様な
職業を体験す る こ と で職業に対す る視野が広が り 、 小中学生と保護
者 に と っ て職業観の育成 に繋がる貴重なイ ベ ン ト に な り ま し た。 当
日 は 450 人の児童 • 生徒が参加 し 、 一般の方を含め る と 1 ,000 名 を
越える来場者があ り 、 イ ベ ン ト は大盛況の う ち に終了 し ま し た。

今後も琉球大学工学部技術部は、 産学官包括連携協定締結 に伴う
事業協力を機に西原町内の小中学生 （ 保護者含む ） に 「 モ ノ づく り の
大切 さ ！ 」 や 「学ぶ こ と の大切さ ！ 」 が体験でき る 「 場 」 を提供 し て
いきます。

世界一簡単なモー タ ーをつ く ろ う ！

空気砲

大学コ ンソーシアム沖縄第2回シンポジウム201 5を開催

去 る 1 0 月 1 0 日 （ 土 ） 、 沖縄コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー会議棟 に お い
て、 大学コ ン ソ ー シ ア ム 沖縄主催 に よ る 第 2 回 シ ン ポジウ ム 20 1 5 が
開催されま し た。

本シ ンポジウ ム は昨年のキ ッ ク オ フ シ ン ポジウ ム に 引 き続き、 第 2
回 目 と し て開催され、 「 グロ ーバル人材の育成」 を テ ーマ に 、 駐日米国
大使のキ ャ ロ ラ イ ン ・ ケネディ 氏や海外か ら の来賓 を お招き し、 盛大
に開催されま した。

初めに、 学生会議代表の 20 名 と ケネ デ ィ 大使 に よ る 懇談会が行われ
ま し た。 懇談では学生一人ずつの紹介が行われ、 その後、 ケネ デ ィ 大
使か ら 「 何か要望 は あ り ませんか」 と の質問が出 さ れ、 あ る 学生か ら
「是非、 う ちの大学へ来学 し て も ら い た い 」 と の要望が出 さ れ ま し た。
時折笑いを誘 う 和やかな懇談とな り 、 参加 し た 20 人の学生は、 大変有
意義な時間 を持つ こ と ができ ま した。

続いてのシ ンポジウ ム では、 瀬名波榮喜代表理事の歓迎の挨拶の後
に、 浦崎唯昭沖縄曝副知事に よ る 沖縄県知事の来賓挨拶の代読が行わ
れ、 続いて駐日米国大使のキ ャ ロ ラ イ ン ・ ケネディ 氏が基調講演を行
いま した。

基調講演においてケネディ 大使か ら 、 「 地域社会あ る い は 国家 に と っ

瀬名波代表理事に よ る 歓迎の挨拶

て教育ほ ど重要で長期 的 な課題は な い。 島嶼コ ミ ュ ニ テ ィ の沖縄は、 知事来賓の挨拶を代読する浦崎副知事

気候変動、 エネルギー安全保障、 海洋の持続可能性、 海上安全保障や 自 由貿易 と い っ た問題の最前線に お り 、 こ
れ ら は 、 地域の問題ではな く 、 国際的な難題であ る 。 それ ら を解決す る た め に は 、 様々な国の人々が協力 し 、 創
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造的かつ批判的 に思考 し 、 お互いの言語で明確に伝達す る こ と が求め ら れ る 。 教育と留学はその前進に不可欠で
あ る 。 平和の夢は、 すべての人々が共有す る も のであ り 、 私たちが力を合わせ、 お互い に信頼を持ち続ければ、
平和 と 調和 を手に入れ る こ と ができ る 」 と 述べ ら れ ま した。 ま た併せて、 経済的 に恵ま れない成績優秀な学生 に
対 し て、 ア メ リ カ 国務省よ り 総額 2300 万円近い無利子の奨学金を沖縄県 に あ る 一般財団法人と連携 し て提供す
る こ と が発表されま した。

その後、 日 米交流財団専務理事の Ms. Paige Cottingham-Streater （ ペー ジ
カ ッ テ ィ ンガム ス ト リ ー タ ） 氏か ら ご来賓の挨拶 を い ただき、 国 際連合広報
セ ン タ ー所長の根本かおる 氏か ら 、 「 Your Un ited Nations 国連を自分事 に 」 を
テーマ に基調講演が行われ ま した。

続いて、 パネ リ ス ト と し て ご来賓の Ms. Pa ige Cottingham-Streater 氏及び
基調講演者の根本氏、 観光産業界か ら （ 一財 ） 沖縄観光 コ ンベ ン シ ョ ン ビュ ー

ロ ー会長の平良朝敬氏、 沖縄学生会議代表者 （ 琉球大学学生 ） の甕陽宗一郎氏、
主催者代表 3 人が登壇 し 、 パネルディ ス カ ッ シ ョ ンが行わ れ ま し た。 本パネル
ディ ス カ ッ シ ョ ンは、 会場とパネ リ ス ト に よ る質疑応答型で行われ、 会場か ら は 、
活発な質問 や意見が出 さ れ 200 人以上を超す参加者はパネ リ ス ト の 回答に熱心
に耳を傾けて いま し た。

最後 に大城肇副代表理事 ・ 琉球大学長か ら 閉会の挨拶があ り 、 シ ン ポジ ウ ム
は盛況の う ち に終了 し ま し た。 ケネデ ィ 大使による基調講演

宜野湾市と国立大学法人琉球大学との包括連携協定の締結及び
西普天間住宅地区における国際医療拠点の形成に関する市民輻告会

平成 27 年 1 1 月 29 日 （ 日 ） に 宜野湾市農協会館 に お いて、 宜野湾市 と琉球大学 と の包括連携協定締結式及び
西普天間住宅地区における国際医療拠点の形成に関する市民報告会が併せて開催されま した。

本包括連携協定は、 相互に連携 ・ 協力を図 り 、 地域社会の発展と人材育成及び学術研究の振興に寄与す る こ と
を 目的 と し て お り ます。

包括連携協定の締結式典では、 始め に協定内容の確認が行われ、 そ ! 29 日
の後、 両機関の代表であ る佐喜直淳宜野湾市長と大城肇琉球大学長が
協定書に署名 し 、 協定が締結されま した。

続いて両代表か ら 挨拶があ り 、 大城学長は 「 琉球大学の地元である
宜野湾市や宜野湾市民に対 して、 大学が持つ様々な教育研究の成果を
還元 し 、 地元の発展 に寄与する こ と は大学の使命であ り 責務であ る 。
本包括連携協定締結もその実現のための、 第ース テ ッ プであ り 、 始ま
り であ る 」 と述べま した。

式典に引 き続き、 市民報告会が開催され、 宜野湾市か ら キ ャ ンプ瑞
慶覧 （ 西普天問住宅地区 ） の跡地利用計
画について、 沖縄県か ら 国際医療拠点構
想 に ついて、 内閣府沖縄政策担当 か ら 国
際医療拠点の形成に 関 す る 海外事例視察
報告に つ いて、 松下医学部長か ら 、 琉球
大学医学部及び同附属病院の移転構想に
つ いて報告があ り ま した。

その後、 会場 と の意見交換が行 わ れ、
報告会は終了 し ま し た。

会場 に 詰 め か け た 約 1 40 名 の 参加者
は、 各報告に熱心に耳を傾けていま した。
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園 国際交流

留学生によるプロ ジェク トワ ーク発表会を開催

8 月 1 4 日 （ 金 ） 、 留学生セ ンタ ー において 日 本語ク ラ スの留学生に よ る プロ ジ ェ ク ト ワ ーク 発表会が開催され、
20 1 5 年前期 日本語 1II 2 組、 日本語 皿 3 組、 日 本語N 、 日本語 I の留学生達が各 ク ラ スで取 リ 組んできたプロ ジェ
ク ト ワ ー ク を上映 し ま し た。

留学生達は、 ア ニ メ のア フ レ コ に挑戦する、 お国紹介の旅番組や琉
球大学周辺のス ポ ッ ト を紹介する 情報番組を制作す る 、 オ リ ジナルの
シナ リ オ で映画を撮影す る な ど、 た いへん苦労 し な がら も ク ラ ス メ ー

ト が力 を合わせて作品を完成させ、 大きな手応えを得たよ う です。
発表会では、 各ク ラ スの個性あふれる 発表に参如者か ら 盛大な拍手 シ4

がお く ら れま した。

発表会のプロ グラ ムは以下の と お り
1 3:30 ～ 日本語 I

アニメ 「 ク レ ヨ ンカ ン ジち ゃ ん 」
1 4:00 ～ 日本語W

旅番組 「 小さな世界一周 」
1 4:30 ～ 日本語 皿3

情報番組 「琉大周 り の秘密ガイ ド ブ ッ ク 」
1 5:00 ～ 日本語 皿2

オ リ ジナル映画 「 巴昼食堂」

平成27年度前期 「短期留学プログラム」 8月修了式を挙行

8 月 1 8 日 （ 火 ） 、 大学会館において、 「短期留学プログラ ム 」 の 8 月 修了式が挙行されま した。 「 短期留学プログ
ラ ム 」 と は、 琉球大学の学生交流協定締結校か ら 派遣された交換留学生が本学で日 本語や 日 本 ・ 沖縄文化、 各専
門分野などを学ぶプロ グラ ム です。

修了式では、 今期修了者の う ち出席 し た 38 人に大城学長か ら修了証書が授与されま し た。 続いて、 学長か ら 「 留
学に よ っ て得た国際的な人と人との繋が り は皆さんの一生の宝物です。 沖縄での経験を糧と し 、 母国 と 琉球大学
の架け橋と してそれぞれの専門分野での ご活躍を期待 してい ます。」 と の祝辞があ り ま した。

また、 デヴオ ス ユ リ ディ ス メ ラ ニ ク リ ス ト フ ェ さ ん （ リ ール科学技術大学 ・ フ ラ ンス ） と ダオ カ イ ル テ
ン フ ィ さん （ イ ェ ーテ ボ リ 大学 ・ ス ウ ェ ーデン ） が留学生代表と して挨拶 し、 沖縄での生活が充実 し た楽 し い も
のであ っ た こ と 、 留学生や日本人学生に大切な友人ができた こ と な ど、 琉球大学で学んだ日々の思い出や今後の
抱負を述べま した。

デヴォ ス ユ リ ディ ス

メ ラ ニ ク リ ス ト フ ェ さ ん

ダオ カ イ ル テ ン フ イ さ ん
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今期修了者 ： 1 3 カ 国 25 大学よ リ 44 名

修了者の出身大学
• 国立台湾大学 （ 台湾 ）
• 国立雲林科技大学 （ 台湾 ）
• 国立台湾科技大学 （ 台湾 ）
• 国立台湾大学 （ 台湾 ）
． 束海大学 （ 台湾 ）
• 国立中山大学 （台湾 ）
・ ボゴール農業大学 （ イ ン ド ネ シ ア ）
・ ディ ポネ ゴ□大学 （ イ ン ド ネ シ ア ）
・ ハ ワ イ 大学 ヒ ロ校 （ ア メ リ カ ）
・ ネ ヴ ァ ダ大学 リ ノ校 （ ア メ リ カ ）
・ フ オ ー ト ） レイ ス大学 （ ア メ リ カ ）

・ パプアニ ュ ーギニア大学 （ パプア ニ ュ ーギニア ）
・ リ ール科学技術大学 （ フ ラ ン ス ）
・ ト ゥ ールーズ ・ ル ・ ミ ラ イ ユ大学 （ フ ラ ンス ）
• 福建師範大学 （ 中国 ）
・ 延邊大学 （ 中国 ）
・ ラ オ ス固立大学 （ ラ オ ス ）
・ コ ンク ン大学 （ タ イ ）
・ ハ イ ン リ ッ ヒ ・ ハ イ ネ ・ デュ ッ セル ドルフ大学 （ ド イ ツ ）
・ ハ ンブルグ大学 （ ド イ ツ ）
・ バルセ ロ ナ 自治大学 （ スペイ ン ）
・ イ ェ ー テ ボ リ 大学 （ ス ウ ェ ーデン ）
． 済州大学校 （ 韓国 ）
・ ソ ウ ル市立大学 （韓国 ）
・ ジェ ームス ・ ク ッ ク大学 （ オ ース ト ラ リ ア ）

平成27年度日本企業インタ ー ンシップ・プログラム報告会•閉講式

9 月 1 6 日 （ 水 ） 、 留学生 セ ン タ ー に お いて、 「 平成 27 年度イ ン タ ー ン シ ッ プ ・ プロ グラ ム 」 参加学生 に よ る 報
告会及び閉講式が挙行されま した。 「 日本企業イ ンタ ー ンシ ッ プ ・ プロ グラ ム 」 と は、 琉球大学の学生交流協定締
結校か ら 派遣された留学生が本学で ビジネ ス 日 本語及び ビジネスマナーを集中的 に学んだ後、 県内企業で研修す
る プロ グラ ムです。 今年度の実施期間は、 8 月 4 日 か ら 9 月 1 6 巳 まで約 6 週間で し た。

報告会で は、 受入企業 1 2 社中 6 社 7 名 の担当者が出席 し 、 受入れた留学生の研修中の様子や感想を コ メ ン ト
し ま した。 報告会終了後に 閉講式が執 り 行わ れ ま した。 式では、 修了す る 6 人 に留学生 セ ン タ ー教員か ら 修了証
書が授与されま し た。

バー テル ルー カ ス （ ド イ ッ ハ イ ン リ ッ ヒ ・ ハ イ ネ ・ デュ ッ セル ドルフ大学 ） さんが、 留学生代表と し て挨
拶 し 、 巳本企業での研修で自分の思い込みを変え る 体験ができ有意義であ っ た と語 り ま し た。

出席企業 ( 6 社 7 名 ）
1 . 株式会社近畿日本ツ ー リ ス ト沖縄
2. 有限会社ス タ プラ ンニ ング
3. 株式会社パシフィ ッ ク ・ ホス ピタ リ テ ィ ー ・ グループ
4 株式会社沖縄タ イ ムス社
5. 株式会社 リ ウ ボウ 旅行サー ビス
6. 株式会社 ト ヨ タ レ ンタ リ ース沖縄
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修了人数 ： 6 名
企業研修参加者数 ： 1 1 名
（ う ち 5 名は短期交換留学生）

留学生の出身大学
国立台湾大学 （ 台湾 ） 1 名
国立雲林科技大学 （ 台湾 ） 1 名
束海大学 （台湾） 1 名
順天大学 （ 韓国 ） 3 名
木浦大学 （韓国 ） 1 名
ハ イ ン リ ッ ヒ ・ ハ イ ネ ・ デュ ッ セル ドルフ大学
（ ド イ ツ ） 2 名

ミ シガン州立大学 （ 米国 ） 1 名
キ ャ ンベラ大学 （ オース ト ラ リ ア ） 1 名

平成 27 年度派遣企業 ( 1 2 社 ）
1 ． 沖縄ツー リ ス ト株式会社
2株式会社沖縄銀行
3株式会社沖縄タ イ ムス社
4 株式会社 ト ヨ タ レ ンタ リ ース沖縄
5株式会社 リ ウ ボウ 旅行サー ビス
6． 一般財団法人沖縄観光コ ンベンシ ョ ン ビュ ー ロ ー

7． 忠孝酒造株式会社
8有限会社ス タ プラ ンニング
9． 株式会社ラ ジオ沖縄

1 0． 株式会社近畿日本ツ ー リ ス ト 沖縄
1 1 ． 株式会社琉球銀行
1 2． 株式会社パシフ ィ ッ ク ・ ホス ピタ リ テ ィ ー ・ グループ

2015 年 度 琉球 大学

日 本 企業 イ ン タ ー ン シ ッ プ ・ プ ロ グ ラ ム 根告 会 ・ 閉 講 式

平成27年度琉球大学後据財団（ラオス国教育支据事業）で
Vatsana Pholsena医師の来沖

平成 27 年度の琉球大学 ・ 国際交流支援事業 「 ラ オ ス 国教育支援事業基金 」 に
採択さ れた Vatsana Pholsena （ ヴ ァサナ ポルセ ナ ） 医師が、 平成 27 年 1 0 月
8 ~  1 0 日 の第 74 回 日 本癌学会学術総会 （ 名 古屋 ） で の 発表後 （ 写真 1 ) 、 1 1
1 5 日 に ご来沖 し 、 1 3 巳 に は支援を頂いた琉球大学後援財団の事務局を表敬訪問
し 、 常務理事と会談されま した （ 写真 2)。 彼女は、 同時に招聘 した Viengvansay
Naband ith （ ビエ ンバンサイ ナバンディ ス ） 博土の奥様であ り ま すが、 両人と
も に、 2000 年 か ら 6 年間、 沖縄に在留 し た経験があ り 、 今回 1 0 年ぶ り の沖縄
再訪と な り ま した。 写真に見 ら れ る 彼 ら の ご長男は琉大病院で誕生 し てお り 、 当
時を述懐 し て く れま し た。

cdoL.，-“紐-ゴ＿.コ：一亀心如＾□
"9馳•M● 旧mりh9“"

とと一 ...いヽ い～”‘---~•い＊

( 1 ) 

� � ． ． ·� • 

ー ·; -”- � -
日 ー ・▲ 一

仕 て� ー→-• -=· 
● 9 -

なお、 Naband ith 博士は医学研究科腫瘍病理学講
座 ( |日第一病理学講座 ） で、 細胞診を含む勉学を し、
学位取得後、 2005 年に帰国 してお リ 、 その後、 フ オ
ロ ー ア ッ プ事業の 一環 と し て、 2007 年 か ら は、 ラ
オ ス での子宮細胞診の普及 と検診プロ グラ ム を 当 講
座と と も に実施 し て お り 、 そのデータ の一部を今回、
上述の学会で幸飩告さ れ ま し た。’ 彼 ら は既 に ラ オ ス の
医療界 に おいて、 中核的存在 と な っ て お り 、 今後 も
琉大 と の 国際共同研究の コ ア と し て こ れ ま で以上の
ご活躍が期待されて います。

( 2 )  
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イゲ ハワイ州知事訪問団 本学来訪

1 0 月 9 日 に デ ビ ッ ド ・ イ ゲ ハ ワ イ 州知事率 い る 訪問団が本学を訪問 し、
大城肇学長、 理事 ・ 副学長、 学部長、 関係教員が参加 し て歓迎会を開催 し
ま し た。

イ ゲ ハ ワ イ 州知事は、 昨年 1 2 月 に就任さ れ、 米国で初めての沖縄系知
事に な リ ま し た。 歓迎会 に は 、 本学の所在地でイ ゲ州知事 ご祖父母の出身
地でも ある西原町よ り 、 上間明町長、 宮里芳男副議長も出席されま した。

訪問団は、 沖縄県 と ハ ワ イ 州姉妹提携 30 周年を記念 し て来沖 し、 本学に
はイ ゲ州知事夫妻を始め、 ギルバー ト ・ カ ヘ レ ハ ワ イ 州上院議員、 リ ャ ン ・

ヤマネ ハ ワ イ 州下院議員、 州政府関係者、 ハ ワ イ 大学関係者等 20 名が来
訪 し ま した。

琉球大学 と ハ ワ イ 大学は、 1 988 年に学術交流協定を締結 し て以来、 長年
に わ た り 、 沖縄研究、 海洋科学、 医学、 法学、 観光学な ど様々 な分野 に お
いて活発な研究 ・ 教育交流を行い、 友好関係を築いてきま した。

歓迎会では、 イ ゲ州知事か ら 琉球大学 と ハ ワ イ と の交流 に対 し て感謝状
が贈呈されま した。 その後、 訪問団 メ ンバー と 本学出席者でハ ワ イ と沖縄、
琉球大学との交流等につ いて和やか に歓談が行われま し た。

イ ゲ ハ ワ イ州知事による挨拶

-•I9 ... ; 歓迎会に引 き続き、 イ ゲ ハ ワ イ 州知事の来学を記念 し て 、 本部棟前で記
念植樹を行いま した。 イ ゲ州知事か ら大城学長への感謝状贈呈

■受賞等

第2回福島県再生可能エネルギー普及アイデアコ ンテス ト 畢値秀賞受賞

「 第 2 回福島県再生可能エネルギー普及アイ デア コ ンテス ト 」 （ 朝 日 新聞社主催 ） で理工学研究科博士前期課程
電気電子工学専攻の学生 4 名が最優秀賞を受賞 し 、 6 月 28 日 に福島嗅で行われた表彰式で表彰状と賞金を授与さ
れ ま した。 今回の最優秀賞の受賞は昨年の入賞につづく 2 年連続の快挙であ り 、 本学学生の優秀さ が証明されま
した。

同 コ ン テ ス ト は、 「 再生可能エネルギー先駆けの地」 を 目 指す福島凛が抱える課題を解決 し、 再生可能エネル
ギーの普及を促進す る た めの ア イ デア を幕集す る もので、 応募資格は 29 歳以下で高等専門学校生、 大学生も し
く は大学院生の個人またはグループと な っ てお り 、 今年度は全国の大学等か ら 24 件の応募があ り ま した。

最優秀賞を受賞 し た池間さん ら は 、 直流送配電新技術を福島県へ導入する こ と で再生可能エネルギーの普及に
つながる こ と を示 し ま した。 匿流送電は従来の交流送電よ り 安定 し た長距離送電が可能で、 損失が少ない等の利
点があ り ま す。 さ ら に、 広域連系に よ る 系統の大規模化を図 る こ と で再生可能エネルギーの効率的な利用 や系統
の安定度が改善でき る こ と を示 し ま した。 直流配電では災害時の対応策 と し て他系統か ら 独立 し ても 自立運転可
能な システムを提示 し 、 福島県へ企業誘致を促すために雷気料金を低廉化す る方法について提案 し ま した。

大城学長に表彰状を披露
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右から有住工学部長、 大城学長、 又吉さん 、 池間さん 、

上原さん、 田原さん 、 千住教授

有住工学部長や指導教員
の千住教授と共に学長室を
訪れた学生 ら は、 受賞の喜
びや将来の抱負 に つ い て大
城学長 に報告 し ま し た。 大
城学長は、 再生可能エネル
ギーの普及は島嶼県であ る
沖縄や太平洋島嶼域な どで
も必要 と さ れ て い る 、 今後
さ ら な る 技術開発を期待 し
て い る と 述べま した。



観光産業科学部 「スパマネジメン ト繭」 がイノベーショ ン部門賞受賞

日本で最大のスパ展示会のスパ＆ ウ ェ ルネ ス ジ ャ パンが9 月 7 日 ～ 9 日 に東京 ビ ッ グサイ ト で開催され、 今年
の ト ッ プスパを決め る ス パ業界の最高位 「 ス パク リ ス タ ル ア ワ ー ド 20 1 5 」 に お いて、 琉球大学観光産業科学部
が提供す る専門科目 「 スパマネ ジメ ン ト論」 がイ ノ ベー シ ョ ン部門賞を受賞 し ま し た。

同賞は 日 本のスパ業界において こ れま で に見 ら れない革新的な試み ・ 開発を お こ な う 事業者や取 り 組みに対 し
て贈 ら れ る賞で、 大学の授業が受賞す る こ と は初めてのこ とです。 海外ではスパ ( SPA ) に関する授業や専攻を
有す る大学はある 一方、 日本に は こ れ ま で存在 し ま せんで した。 琉球大学では 日 本の大学と し て初のスパに関す
る授業 「 スパマネジメ ン ト論」 を 20 1 3 年度に開講 し、 今年で 3 年目 に入 り ます。

沖縄県では こ れ ま で観光 リ ゾー ト 地 と し て保養産業の振興 に力を入れ て き て お リ 、 スパはその代表的存在 と
な っ て い ます。 世界的 に ウ ェ ルネ ス ツ ー リ ズム市場は成長著 し い分野で、 それを支える人材育成が急務 と な っ て
い ま す。 琉球大学は NPO 日本スパ振興協会、 沖縄県エ ス テ テ ィ ッ ク スパ協同組合と連携 し、 観光産業科学部の
教員と ス パ業界の第一線で活躍する講師陣のオムニバス形式で本授業を成立する こ と ができ ま した。

琉球大学が率先 し て 、 全国の関係学部 に 同成長分野を担 う 人材育成の輪を ひ ろ げ、 健康保養産業の高度化 と健
全な発展に使命を果た し て い く 起点 になれればと考えてい ます。

国立大学法人琉球大学観光産業科学部 「 ス パマネジメ ン ト論 」
●琉球大学の正規授業 ( 2 単位 ）
●集中講義形式 30 時間 ( 3 日 間 ）
● 「公開授業」

・ 外部受講生は県内外、 業界を問わず広 く 受講が可能
（ 本学生定員 20 名 、 社会人定員 1 0 名 ）

SPA ” -a 

●観光産業科学部専任教員 4 名 ＋ 外部招聘講師 1 0 名 に よ る オムニバス形式 授賞式の様子

講義概要
●スJ 匈升究の理論的裏付けと実務家の最前線実践事例
●特色講義

「 スパのエ ビデンス 」
「 世界のスJ \m場分析 」
「 ホ テルスパに お ける フ ァ イ ナ ンス／事業戦略 」
「観光 と スパ」 （ 国際観光論、 沖縄観光論 ） な ど、 全 1 5 講義

イリオモテヤマネコ の保護活動に対して感謝状

,,._, 
記者会見での大城学長 （ 右 ） と荒川教授

（ 琉球新報社提供 ）

本学理学部海洋自然科学科生物系の伊澤雅子教授が、 「 イ リ オモテヤマネ コ 発見五十年記念事業実行委貴会 （ 委
員長 川満栄長竹富町長 ） 」 か ら 、 長年のイ リ オモ テヤマネ コ の保護活動 に対 し感謝状を授与されま し た。

本年 （ 平成 27 年 ） はイ リ オモテヤマ ネ コ の発見 50 周年に あた り 、 竹富町で は さ ま ざまなイ ベ ン ト が実施さ れ
る と と も に、 今後の保護に かかる議論もなされて い ま す。 平成 27 年 1 0 月 8 日 に西表島で行われたフ オ ー ラ ム に
おいて、 5 団体と 1 個人に感謝状が贈呈され ま し た。 伊澤教授は、 「琉球大学では、 故池原貞雄先生、 故高良鉄
夫先生な どイ リ オモテヤマネ コ の発見当時か ら 関 わ っ て来 ら れた先輩方がお ら れます。 私自身は、 そのあ と を継

感謝状

いで、 イ リ オモテヤマネコ の研究を始めて
30 年ほ ど です。 研究上も未解決の こ と が
多 く 、 保護についても次々 と 新 し い問題が
出て来てお り 、 まだ争だです。 イ リ オモ テ
ヤマネ コ の研究 ・ 保全に熱心に取 り 組む仲
間や学生たちもい ますので、 これか ら も頑
張 ら な く て は と責任を惑 じ ま し た 」 と話 し

自動撮影カ メ ラ で撮影されたイ リ オモテヤマネコ て- います。
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琉大博物館が
全国 ビオ トー プコ ンク ール日本生態系協会会長賞を受賞

去る 1 1 月 1 6 日 （ 月 ） 、 全国学校 ・ 園庭ビオ ト ープコ ンク ール 20 1 5 （ 主催 ・ 日本生態系協会 ） の結果が発表され、
琉球大学博物館 （風樹館 ） が上位 5 賞の一つ、 日本生態系協会会長賞を受賞 し ま し た。

同 コ ンク ールは、 本来我々の身近に あ っ た森や林、 草地、 池、 小川 、 浜辺な どと い っ た ビオ ト ープが姿を消 し
て い く なかで、 学校等に ビオ ト ープがつ く ら れ、 保育や幼児教育、 環境教育 • ESD、 ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ングが
展開される よ う にな っ た こ と を受けて、 この学校 ・ 園庭 ビオ ト ープを広め る た め に始ま り ま した。

本学は特別支援学校 と 連携 し た取 り 組みが、 「 学校 ・ 庭園 ビオ ト ー プの実践モ デル と な る優れた取 り 組みを行
う ものの う ち、 特 に地域と のパー ト ナ ー シ ッ プの観点で優れて い る 」 と評価され、 受賞 と な り ま した。 コ ン ク ー

ル に は全国か ら約 1 60 校の応募があ り 、 県内か ら上位 5 賞に選ばれ る のは初めてです。
受賞式と発表会は、 来年 1 月 3 1 日 （ 日 ） に東京で開催されます。

風樹館 ビオ ト ープ

第5回琉球ファッショ ンデザイン選手権201 5で、
琉球大学教育学部生2名が受賞

生き物観察風景

去る 1 1 月 2 1 日 （ 土 ） に行われた 「第 5 回琉球フ ァ ッ シ ョ ンデザイ ン選手権 FDR モ ー ド コ レ ク シ ョ ン 20 1 5 」
（ 一般社団法人フ ァ ッ シ ョ ンデザイ ナー ク ラ ブ琉球主催 ） において、 崎山琴乃さん、 上里奈々子さん （本学教育学
部学生 ） が、 それぞれ琉球新幸屡社長賞と技術賞を受賞 し ま した。

第 5 回は 「 You know？ 沖縄 う ちな一」 をテーマ に開催され、 琉球新報社長賞を受賞 した崎山琴乃さん （ 生活科
学教育専修 3 年生 ） は、 自 ら の作品を 「 家な一 （ う ちな一） 」 と 名づけ、 沖縄の伝統家屋を イ メ ー ジ し た作品を発
表 し ま した。 「 ぽっ て り と した赤瓦屋根の家は、 大好きなお じ い • お ばあ と ゆ っ た り 過ごす幸せな時間をもた ら し
て く れます。 こ れ を 『 う ちなー』 のイ メ ー ジと し て表現 し ま し た。」 と 話 し 、 家の周 り に生い茂る福木と赤瓦の屋
根を、 それぞれ ド レ ス の ト ッ プと ス カ ー ト で表現
し ま した。

技術賞 を受賞 し た上里奈々子 さ ん （ 生活科学教
育専修 4 年生 ） は、 2 年前の受賞に続き 2 度目の受
賞 と な リ ま し た。 ボディ ス の格了柄 は、 手作業で
テキ ス タ イ ルか ら 創作 し、 自身の出身地、 宮古島
の伝統工芸品宮古上布を表現 し ま し た。 ま た 、 顔
を 囲 ん で隠す立ち襟は、 職人で あ る 女性達の苦難
の歴史を表現 し 、 手作業 に よ る 高度な創作技術が
高 く 評価され、 受賞と な り ま した。

コ ン テ ス ト の上位 3 人 は、 来年 1 月 に香港での
研修に参加予定です。
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本学教員2名が沖縄研究奨励賞を受賞

1 1 月 24 日 （ 火 ） 、 公益財団法人沖縄協会か ら平成 27 年度沖縄研究奨励賞の受賞者が発表され、 本学か ら金城
貴夫教授 （ 医学部保健学科 ） 及びジェ イ ムズ ・ デイ ビス ・ ラ イ マー准教授 （ 理学部海洋自然科学科 ） の 2 名が受賞
し ま し た。

沖縄研究奨励賞は、 沖縄の地域振興及び学術振興に貢献する人材を発掘 し 、 育成する こ と を 目 的 と し て設置さ
れたもので、 沖縄を対象 と し た優れた研究を行 っ て い る 50 歳以下の研究者 （ 又はグループ） を対象 と し て い ま す。

金城教授は沖縄に多 く み ら れ る ウ イ ルス関与のがんの発生メ カ ニ ズム研究が評価され、 ラ イ マー准教授はスナ
ギンチ ャ ク 目の生物を中心に研究 し、 独特の分類手法を用 いて多 く の新種を発見 し た こ と が評価さ れ受賞 に至 り
ま し た。

授賞式は来年 1 月 2 1 日 に那覇市のパシ フ ィ ッ ク ・ ホテルで行われます。

四 学生活動

理学部新一年生が那覇I＼ー リ ーで優勝

平成 27 年 5 月 3 日 に行われた第 4 1 回那覇ハ ー リ ー において、 理学部新一年生で結成された
琉球大学学生チームが、 一般の部 （ 第 20 レー ス ） での優勝を果た し ま した。

那覇ハー リ ー は、 琉球王朝時代の爬龍船競争と し て行われ、 那覇の伝統行事と し て定着 し て
います。

== 
-

優勝を喜3\
‘
理学部新一年生

本 年 は、 琉 球 大 学 か ら A チ ー ム
（ 教職員 ） と B チ ーム （ 学生 ） の 2 チー

ム体制で参加 し ま し た。 学生チ ーム
は、 理学部の新一 年生 を 中心 に 55
名の学生で構成 し ま し た。 那覇ハ ー

リ ー末経験者が多 い若いメ ンバー で
したが、 第 20 レー ス （ 一般の部 ） に
おいて、 終盤の追い込みを制 し 4 分
34 秒 86 の タ イ ム で見事優勝を果た
し ま し た。 来年は、 教職員チ ーム も
含めて完全優勝をめ ざ し ます。

情報工学科学生たちによるボランティアビーチ清掃 （第7回）

優勝 ト ロ フ ィ ー

平成 27 年 5 月 1 7 日 （ 日 ） 9 : 00 か ら 1 時間半、 琉球大学工学部情報工学科の学生 ・ 教貴有志で西原マ リ ンパー

ク き ら き ら ビーチの清掃活動を実施 し ま し た。 晴天に も恵まれ、 無事に活動を終え る こ と ができ ま し た。
参力0者は計66 名 （ 教員 2 名、 家族 1 名、 3 年次 58 名、 4 年次 3 名、 博士前期課程 2 名 ） で し た。 7 年 目 と な る

今回は、 台風 6 号の後と い う こ と も あ り 砂浜 ビー チ に ― 

打ち上げら れた漂着 ゴミ を中心に、 テ ト ラ ポ ッ ト に入
り 込んだプラ ス チ ッ ク や金属片、 空き缶 ・ ペ ッ ト ボ ト
ルを回収 し ま し た。 情報工学科開設科目 「 キ ャ リ ア実
践 」 と 連携 し て学生 に参加 を呼びか け ま し たが、 教室
での話だけでな く 実際の地域社会への貢献活動 を実行
す る こ と に よ り 、 社会人基礎力の向上 ・ 定着を 図 る こ
と がで き た と 実感 し ま し た。 今後も ビーチ清掃を含め
た様々なボラ ンテ ィ ア活動を継続 し て い き た い と 思 っ
て い ま す。 （ 世話人 情報工学科 岡崎威生 ）
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平成27年麿体青禦を開催

開学記念 日 の 5 月 22 日 （ 金 ） 、 平
成 27 年度体育祭が第 1 体育館、 第 2

体育館や医学部体育館を始め と す る
体育施設で行われま し

、
た。

当 日 は、 昼間主と 夜間主と で分か
れて開催され、 バ レ ー ボール、 つな
ひき、 ミ ニサ ッ カ ー、 卓球、 ア ク ア
ス ロ ン、 ド ッ ジボール、 O X ゲーム、
バス ケ ッ ト ボール と い っ た様々な種
目 で熱戦が繰 り 広げられま し た。

＼
ー
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開会式で挨拶をする渡名喜理事 開会式の様子

琉大学生起業家チームがEnactus国内大会優勝
ーワ ール ドカップ日本｛や襲ヘー

琉球大学の学生起業家チームが Enactus 」APAN 20 1 5 で優勝 し 、
日本代表と し て ワ ール ド カ ッ プ南ア フ リ カ大会へ派遣さ れ る こ と に
な り ま した。

Enactus （ エ ナ ク タ ス ） と は、 ア メ リ カ ・ ミ ズー リ 州 に本部を置
く 団体で、 起業家的ア ク シ ョ ンで人々の生活を変化させ、 よ り 持続
可能な世界を創造す る ため に行動す る コ ミ ュ ニテ ィ です。 Enactus
は、 グロ ーバルな ビジネス リ ーダーの養成を 目 的 と し た教育プロ グ
ラ ム であ り 、 世界 36 カ 国 1 ,700 を超える大学で 70,500 人以上の
学生が参加 し て い ま す。 右から宮里准教授、 大城学長、 米須さん 、 国仲さん、

Enactus は世界各国の企業 ・ 個人か ら資金協力や人的支援を得て 塩谷さん 、 三上さん 、 富銘さん 、 渡名喜副学長
学生をサポー ト し、 学生が 1 年間の活動成果を発表す る 固内大会と ワ ール ド カ ッ プを開催 しています。

このたび、 琉球大学学生が起ち上げたベ ンチ ャ ー企業 「 がち ゅ ん 」 が国内大会で優勝 し、 大城学長へ、 優勝報
告と と も に ワ ール ド カ ッ プ出場に向けての決意表明を行い ま した。

「 がち ゅ ん 」 の代表である 国仲瞬さん （ 教育学部 ） は 「 がち ゅ ん 」 の メ ンバー 4 人 と ア ド バイ ザー の宮里大八
准教授と共に大城学長を表敬訪問 し、 沖縄に修学旅行で訪れる 多 く の生徒に大学生と の交流を通 じたア ク テ ィ ブ
ラ ーニ ング 「平和学習プロ グラ ム 」 を提供 し て い る こ と を説明 し ま した。 優勝の 潔イ ン ト と し て、 生徒達へ新 し
い学びの機会を提供 し高い評価を受けている こ と 、 年間を通 じ て多 く の実績があ る こ と が評価さ れたのではない
か と述べま した。 また、 ワ ール ド カ ッ プヘ向けて、 琉球大学の学生 と しての誇 り を も っ て出場 し優勝を狙いたい
と の決意表明を行い、 大城学長も大い に期待 し て い る と 激励 し ま した。

なお、 ワ ール ド カ ッ プは、 20 1 5 年 1 0 月 1 4 日～ 1 6 日 に南ア フ リ カ共和国の ヨ ハネ ス ブルグで開催されます。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

平成27年度 「琉球大学ーかりゆ し沖縄観光人材育成基金
海外研修プログラム鶉告会」

1 2 月 2 日 （ 水 ） 、 「 琉球大学ーか り ゆ し沖縄観光人材育成基金海外研修プロ グラ ム報告会」 を開催 し ま した。 琉
球大学では平成 24 年度か ら 株式会社か り ゆ し が提供す る 人材育成基金を活用 し て 、 海外研修及び国内研修を実
施 し ています。

本研修は海外での学習及び事例研究等を通 して、 研修先の観光の現状と課題を学び、 沖縄票の観光産業振興策
につ いて提案を行 う と と も に 、 学生が将来の進路を検討す る 上での参考に し て も ら う こ と を主目的と し、 こ れ ま
でハ ワ イ 、 シ ンガポール及び大阪 ・ 京都で研修を実施 し ま した。 4 年目 と な る本年は、 ハ ワ イ 、 北京、 上海、 香
港の 4 地域を対象 と した研修を計画 し ま した。
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今年度か ら 、 従来のプロ グラ ムを変更 し、 現地での観光関係政府機関や観光産業関係者か ら の ヒ ャ リ ングやア
ンケー ト調査な ど実践的な内容に変更 し ま した。 研修に は全体で学生 48 名、 教員 4 名が参加 し ま した。

北京チ ー ム は主要ホテルや旅行会社訪問などを通 し て沖縄旅行への
意識調査を行 っ た上で、 観光客誘致のための情報発信及び受入対策を
提案 し ま し た。 上海チ ーム は 中国人観光客の旧正月 期 間 に お け る 沖縄
への旅行に関 し て歓迎ム ー ドの醸成や誘客強化策を提案 し ま し た。

香港チ ーム は ク ルーズと MICE をテー マに沖縄と香港の比較を行い、
ク ルーズに関 し て は 「 ク ルーズ客夜間滞在策 （ オーバーナイ ト ） 」 提案、
MICE に 関 し て は、 沖縄の素材を活用 し た マ イ ス タ ウ ン のオ是案を行い
ま し た。 ハ ワ イ チ ー ム は 、 ブラ ンディ ングの重要性を踏まえ て首里城
を例に沖縄の歴史や文化 に 関 す る ス ト ー リ ー を明確 に し た情報発信や
観光振興策の安定 を 図 る た め の 「法定外目 的税」 導入 に 関 す る 提案を
行いま した。

報告会に参加 した株式会社か り ゆ し代表取締役社長堂山智土氏か ら
各発表 に 関 し て 、 学生の取 り 組みを評価 し た う え で、 特に効果的な提
案 に つ い て は企業や沖縄親光 コ ンベンシ ョ ン ビュ ー ロ ーな どでの実施
を検言寸 し て いきたい との コ メ ン ト があ り ま した。

今回 の報告会は、 運営を すべて学生が実施す る 「 実行委員会」 方式
で行い ま し た。 事前学習、 現地研修、 事後学習 を通 し て参加者に と っ
て は有意義な研修にな り ま した。

野ロゼミから税理士 全科目合格者が出ま した

発表会の様子

学生か ら の挨拶は全て英語で行われま した

野口浩教授 （観光産業科学部 ・ 産業経営学科 ） のゼミ生である束恩納
拓麻君 （ 人文社会科学研究科 ・ 総合社会シ ス テ ム専攻 2 年生 ） が、 難関
試験であ る税理士試験の全科目合格を果た し ま した。

税理士試験 は全 1 1 科 目 の 中 か ら 5 科 目 選択 し て （ た だ し 、 簿記論、
財務諸表論は必修、 法人税法も し く は所得税法も必修 ） 受験をする科目
合格制度です。 1 科 目 の合格率は例年 1 2％ 前後で推移 し て い ま す。 全
科目合格にた ど り つ けずに挫折す る 受験者は多 く 、 また、 全科目合格ま
でに 1 0 年以上かかる場合もあ り 、 非常 に難 し い こ と がわか り ます。

学長に報告する東恩納君 束恩納君は、 観光産業科学部 ・ 産業経営学科 3 年生時に簿記論と財務
諸表論に合格。 続けて 4 年生時に法人税法に合格。 さ ら に、 人文社会科学研究科 ・ 総合社会シス テム専攻 1 年生
時に消費税法に合格。 そ し て、 2 年生特に相続税法に合格 し 、 税理士試験の全科目 ( 5 科目 ） 合格を手に し ま した。

東恩納君は、 大学およ び大学院 に お け る 自分を取 り 巻 く 環境の素晴 ら し さ に つ いて次のよ う に述べ て い ま す。
「 観光産業科学部 ・ 産業経営学科およ び人文社会科学研究科 ・
総合社会システム専攻においては、 勉強を気持ち良 く 行え る
環境が揃 っ て い ま した。 まずは先生方です。 先生方か ら 廿寺に
は厳 し く 時に は優 し く ご指導を賜 り ま し た。 先生方か ら の導
き 無 く して税理士試験を突破す る こ と はできなか っ た と思い
ます。 次に仲間です。 会計や税法を学んでいる仲間が周 り に
多 く 、 その仲間達と励ま し合いながら勉強や研究を行 っ て き
ま し た。 このよ う な環境に身を置 く こ と ができた自分は幸せ
者だと感 じ て い ま す。」

束恩納君は、 201 6 年 4 月 か ら EY 税理士法人沖縄事務所
に就職す る こ と が内定 してお り 、 大学院修了後は、 同法人で
活躍す る こ と が期待されています。 右から牛窪教授 （ 産業経営学科長 ） 、 大城学長、 東恩納君、

志村教授 （ 観光産業科学部長 ） 、 渡名喜理事 （ 教育 · 学生支援担当 ）
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＂ その他

琉球大学同窓会から課外活動奨励金を贈呈

6 月 9 日 （ 火 ） 、 琉球大学同窓会会長の幸喜徳子氏、 副会長の仲門
勇市氏及び儀保博信氏が学長室を訪れ、 本学学生の課外活動を援助
す る こ と を 目 的 と し た奨励金 と し て 、 1 20 万円の寄附が贈呈されま
し た。 今年に限っ ては、 体操部のラ ー ト購入に係る費用 と し て 20 万
円増額 して頂きま した。

幸喜徳子会長か ら は、 「本学学生の課外活動の ま す ま すの発展に
役立てて く ださ い 」 と の言葉が述べ ら れ ま した。 大城肇学長か ら は、
「 財政事情の厳 し い折、 毎年多額の ご寄付をいただいて い る 中、 今年
度 は増額 し て いただき感謝いた し ます。 学生の課夕中活動 に有効 に活
用 させていただきま す 」 と お礼が述べ ら れま した。

こ の 「課外活動奨励金 」 は、 平成元年か ら 毎年多額の寄附金を同窓会よ り いただいてお り ま す。 昨年度は県外
での大会等に参加 し た体育系サー ク ル 27 団体 と 発表会 に 出場 し た文化系サー ク ル 1 団体に対 し て 、 当該奨励金
が交付されて います。

琉球大学同窓会創立60周年記念式典を開催

7 月 1 1 日 土 曜 日 、 那覇市の ホ テ ル ロ
イ ヤルオ リ オ ン 「旭の 間 」 に おいて、 琉
球大学同窓会創立 60 周年記念式典が器
大に行われま した。

式典に先立ち、 1 957 年に琉球大学英
文科 を ご卒業さ れた岸本正之氏 に よ る
「 地球社会の明 日 を読む」 と題す る 記念
講演があ リ ま した。 岸本氏は、 岸本フ ァ

霞

―

- 琉 球 大｀日 年記念講演 ・ 記念5
倉位 60周 年記念講演 己い 7 年 7 月 1 1 -�（ 土 ）

ミ リ ー ・ イ ン タ ー ナ シ ョ ナル社 （ 米 国 ） 功労者表彰 ・ 感謝状贈呈 岸本氏への名誉博士号学位記授与

の代表取締役社長と し て ご活躍さ れなが ら 、 岸本フ ァ ミ リ ー ・ イ固人慈善基金の代表取締役と し て 、 多摩子夫人と
共に世界中で数々の慈善事業を支援 し て お ら れます。

式典は、 琉球大学の歌 「 雲よ湧け千原の空に 」 斉唱で始ま り 、 幸喜徳子会長の挨拶、 儀保博信副会長に よ る 同窓
会の活動状況報告があ り ま した。 続いて、 大城肇琉球大学長、 翁長雄志沖縄県知事 （ 安慶田光男副知事代読 ） 、 上
間明西原町長の ご祝辞、 幸喜会長か ら 同窓会の支援企業等への功労者表彰 ・ 感謝状贈呈があ り ま し た。 また、 大
城学長か ら岸本氏へ琉球大学名誉博士号の学位記が授与され、 岸本氏が受賞者代表と し て謝辞を述べ ら れま した。
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式 典 は 盛 会 裡 に 終 了
し、 引 き 続 い て 祝 賀 会
が華や か に 開催さ れ ま し
た。 佐喜興淳宜野湾市長
に よ る ご祝辞、 同窓生 に
よ る 琉球舞踊 や ゴル フ コ
ンペ表彰式な どで盛 り 上
がっ た会場では 同窓生が
活発 に交流する様子が見
ら れ、 琉球大学同窓会の
ま す ま すの発展を確信さ
せ る も の と な り ま した。



東江美代子氏への感謝状贈呈式

第 1 1 代琉球大学長の故束江康治氏の ご令室様の乗江芙代子氏か ら 、 本学の 「人材育成に役立てて ほ し い 」 との
ご意向 に よ り 寄附をいただき ま し た。

ご厚意 に感謝の意を表 し 、 本学か ら 感謝状を贈呈す る
こ と と な り 、 8 月 1 3 日 （ 木 ） 、 学長室 に お い て感謝状贈呈
式が執 り 行われま した。

贈呈式 に は、 東江美代子氏、 ご令嬢様、 故束江康治氏
の ご令弟様で本学名誉教授の東江平行氏、 西田理事が出
席 し 、 大城学長か ら 、 感謝の言葉が述べ ら れ、 惑謝状が
贈呈されま した。

賭呈式後の懇談で は、 本学の 40 周年記念誌及 び 50 周
年記念誌等 に掲載さ れ て い る 束江元学長の写真等が紹介
さ れ、 当時の思い出話に乗江美代子氏も聞き入 っ て い ら っ
し ゃ い ま した。

医学部医学科地域枠学生 浦崎副知事を表敬訪問

平成 27 年 8 月 1 7 日 （ 月 ） 、 医学部医学科の地域枠新入生 1 6 名が沖縄県庁を訪れ、 医学部関係者が同席 し て
浦崎副知事への表敬訪問 が行われま した。

地域枠の学生は昨年度よ り 5 名増え、 今年度は 1 7 名が入学 し 、 沖縄県の支援を受けて勉学に励んでいます。
松下医学部長の挨拶 に続いて、 学生達が自 己紹介 と と も に それぞれの抱負を述べま し た。 ま た 、 学生代表 と

し て石垣島出身の高橋真之介君が挨拶 し 「 石垣の医師不足を何 と か し た い と の 思 いか ら 医師を志 し た。 僻地 ・
離島医療への貢献は我々の使命であ り 、 そのため に お互い切磋琢磨 し 、 ま た支え合 いながら学んでい る 。 隈の
支援の おか げで充実 し た大学生活がお く れ て い る 。 」 と 、 地域医療への熱意と 沖縄県への感謝を伝え ま し た。

浦崎副知事か ら は 、 「 皆さんの熱い思いが伝わ っ た。 多 く の離島をかかえた沖縄県では医師の確保が困難であ
り 、 皆さん は地城医療を担 う 嗅の宝。 立派な医師 と な れ る よ う 支援 し て い く 。 沖縄県民の期待を担 っ て い る こ
と を 自 覚 し感謝の心を忘れずに、 体に気をつ けて頑張 っ て ほ し い。」 と激励のお言葉をいただき ま し た。

最後は出席者全員で記念撮影を行い、 和 やかな雰囲気の う ち に表敬訪問が終了 し ま した。

． 
涛罐a 〇 や闘鵡 鳩悶
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「トビタテ ！ 留学」APAN地域人材コ ース」 壮行会開催

文部科学省平成 27 年度 （ 第 3 期 ） 官民協働海外留学支援制度 「 ト ビタ テ ！ 留学」APAN 日本代表プロ グラ ム 」 地
域人材 コ ー ス に採択された 「 沖縄か ら ア ジアヘ ト ビタ テ ！ 留学」APAN プロ ジ ェ ク ト 」 の第 1 期派遣留学生 7 名 を
激励す る ため、 9 月 25 日 に琉球大学に おいて壮行会を開催 し ま し た。

地域人材コ ース は沖縄産学官協働人財育成円卓会議が新規で採択された沖縄県内大学等在籍学生を対象 に実施
す る プロ グラ ムで、 第 1 期生と し て琉球大学生 3 名、 名桜大学生 2 名、 沖縄キ リ ス ト教学院大学生 1 名、 サイ ・ テ
ク • カ レ ッ ジ学生 1 名が合格 し ま し た。 参加学生は、 県内での事前イ ンタ ー ン研修を経て 1 0 月 か ら ア ジアヘ派遣
され、 語学研修 ( 4 週 間 ） と イ ンタ ー ンシ ッ プ ( 8 週間 ） を行い ます。

壮行会には、 文部科学省 佐野太大臣官房審議官、 官民協働海外留学創出プロ ジェ ク ト 檜田剛明 シ ニア ス ト ラ
テ ジ ッ ク マネー ジ ャ ー 、 沖縄経済同友会 玉城義昭代表幹事 （ 沖縄銀行頭取 ） 、 渕辺美紀副代表幹事 （ （ 株 ） ジェ イ
シー シー代表取締役副会長 ） 、 沖縄産学官協働人財育成円卓会議 大城肇代表 （ 琉球大学長 ） 、 沖縄キ リ ス ト教学院
大学 中原俊明学長、 サイ ・ テ ク ・ カ レ ッ ジ 遠山英一理事長を始め、 沖縄県庁、 沖縄総合事務局、 沖縄県内で寄
付やイ ンタ ー ン受入れ等ご協力いただいた企業代表者、 県内大学関係者等約 50 名が参加 し ま した。

壮行会では、 主催者挨拶と し て 、 大城沖縄産学官協働人財育成円卓会議代表か ら 、 本事業に ご協力いただいた
県内企業、 関係機関への謝辞や派遣留学生への激励があ り ま した。 引 き続き、 佐野太臣官房審議官、 玉城沖縄経
済同友会代表幹事、 渕辺副幹事が、 それぞれ本事業や地域で期待さ れる人材像や派遣留学生への激励の言葉を述
べま した。

ま た、 ト ビタ テ ！ 留学 」APAN 第 1 期生と し て留学 し た宮里雅樹さん （ 琉球大学学生 ） 、 加賀若菜さん （ 琉球大
学学生 ） か ら留学報告があ り 、 留学体験を涌 し た後輩 ト ビタ テ生への激励のメ ッ セ ー ジがあ り ま した。

続いて、 7 名 の派遣留学生が留学言十画について発表を行い ま し た。 それぞれ、 県内での事前イ ンタ ー ンの経験
や海外イ ンタ ー ンの計画等について発表 し 、 プロ グラ ム参加 を通 し て将来どのよ う な人材 にな り たいか、 日 本や
沖縄の経済 ・ 産業の発展 に どのよ う に貢献 したいかなど力強い決意表明があ り ま した。

派遣留学生 7 名 は、 香港、 台湾、 イ ン ド ネ シ ア、 ベ ト ナ ム に 1 0 月 か ら 3 ヶ 月 間留学 し ま す。 帰国後は、 県内
企業での事後イ ンタ ー ンシ ッ プを行い、 事後研修と し て 2 月 に成果報告会を行 う 予定です。

《 沖縄経済同友会ホ ームペー ジにも本プロ グラ ム壮行会の様子が紹介されて います。》
http://okidouyukai.jp/news/1 475.html 

《 沖縄か ら ア ジアヘ ト ビタ テ ！ 留学 」APAN プロ ジェ ク ト ホ ームペー ジ》
http://www.tobitateokinawa.com/ 

平成 27 年度 （第 3 期 ） 官民協働海外留学支援制度
～ ト ビタ テ ！ 留学 」APAN 日本代表プロ グラ ム～

【 地域人材コ ース
「 沖縄か ら ア ジアヘ ト ビタ テ ！ 留学 」APAN プロ ジ ェ ク ト 」 派遣留学生 】

国際観光人材コ ース

琉球大学 具志堅 絵美理 香 港

沖縄キ リ ス ト教学院大学 照屋 葉月 台 湾

サイ ・ テ ク ・ カ レ ッ ジ 屋宜 里佳 イ ン ドネシア

国際 IT人材コ ース

琉球大学 真栄城 佑理 香 港〈 地域協議会枠奨学生〉 | 

名桜大学 比罷 彩乃 | ベ トナム

国際物流人材コ ース

琉球大学 屋我 星乃 香 港

名桜大学 金城 彩香 香 港

拶挨るよこ卸議審房官臣大省科文野佐

匹
学
J

含
＾
Z

迂
令
会

玉城 沖縄経済同友会代表幹事に よ る 挨拶
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渕辺 沖縄経済同友会代表副幹事に よ る 挨拶

ト ビタ テ派遣学生との記念撮影

第2回琉球大学ホームカミングデーを開催

1 1 月 1 4 日 （ 土 ） に 、 第 2 回琉球大学ホ ー ム カ ミ ングデー が開催さ れ ま した。 ‘’ 

本 イ ベ ン ト は、 本学卒業生や地域の方々 を お招 き し 、 世代を超えた新 し い交流 と 、 琉球大学の 「 今 」 を知 っ
て頂 く こ と を 目 的 と し たも ので、 在学生や卒業生、 本学教職員及び地域の方々等、 約 70 名 が参加 さ れ ま し た。

ホ ー ム カ ミ ングデー の幕開 け に は 、 八重山芸能研究会に よ り 「 目 出度節 （ め でたい ぶ し ） 」 及 び 「 浜遊び （ は
ま あす い び） 」 が披露され、 プロ顔負けの迫力 あ る 演舞で観客を魅了 し て い ま し た。

続いて有限会社プロ ジ ェ ク ト Zenko 代表取締役の い ら みなぜん こ氏を講師 と し て お招き し 、 「 童謡唱歌の世
界～子供の頃の 自 分 に会いたいあなたへ～」 をテ ーマ に 講演が行わ れ ま した。

い ら みな氏は、 23 年前か ら全国 の童謡作家の ふ る さ と を訪ね、 取材を続 け て お り 、 「 七つの子」 や 「 青い眼
の人形 」 を含む 8 曲の童謡を披露 し て 頂き ま し た。 観客はそれぞれの曲の魅力 や、 童謡の奥深い背景、 歌声 に
聴き入 っ て い ま した。

その後は琉球大学生協中央食堂 に て 懇親会が開かれ、 学長の挨拶 に続き、 琉球大学同窓会の幸喜徳子会長 に
よ る 乾杯の挨拶の後、 開学当時か ら 近年ま での写真や本学の最近の実績が上映され、 参加者は昔の大学の様子
等を眺めながら和やかに懇談を行い、 楽 し い ひ と と き を過ご し ま し た。

講演を行う い らみなぜんこ氏 八重山芸能研究会によ る演舞
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■ 平成28年度学年暦※ 1

I 前学期 I 
（平成28年）

l 4月 1 日 （ 金 ） 学年及び前学期開始

1 4月 1 日 （ 金 ） 成績通知書交付 ． 授業時間配当表配布

I 4月 4 日 （ 月 ） ～ 4 月 7 日 （ 木 ） 新入生オ リ エ ンテ ー シ ョ ン

I 4月 4 日 （ 月 ） ～ 4月 7 日 （ 木 ） 前学期仮登録

I 4 月 5 日 （ 火 ） 入学式

4月 8 日 （ 金 ） 前学期履修登録確認表配布

4 月 l l 日 （ 月 ） 前学期授業開始

4 月 1 1 日 （ 月 ） ～ 4 月 22 日 （ 金 ） 登録調整期間

4 月 1 2 日 （ 火 ） ～ 4 月 26 日 （ 火 ） 定期健康診断

5 月 22 日 （ 日 ） 開学記念日

5 月 28 日 （ 土 ） 体育祭

6 月 1 日 （ 水 ） ～ 1 0 月 3 1 日 （ 月 ） 教育実習

6 月 23 日 （ 木 ） 慰霊の 日 （休講 ）

7 月 4 日 （ 月 ） 木 曜 日 授業振替え ( ※ 4 )

7 月 1 6 日 （ 土 ） 琉球大学説明会
（ オープ ン キ ャ ンパス ）

8 月 2 日 （ 火 ） ～ 8 月 5 日 （ 金 ）
前学期試験期間 ( ※ 2 )

8 月 8 日 （ 月 ）

8 月 9 日 （ 火 ） 英語全学統ーテス ト ( ※ 5 )

8 月 1 0 日 （ 水 ） 、 8 月 1 2 日 （ 金 ） 予備日 ( ※ 3 )

8 月 1 5 日 （ 月 ） 英語全学統一テス ト予備日 ( ※ 5 )

8 月 1 6 日 （ 火 ） ～ 9 月 30 日 （ 金 ） 夏季休業

9 月 24 日 （ 土 ） ～ 9 月 25 日 （ 日 ） 琉大祭

9 月 26 日 （ 月 ） 成績通知書交付 ． 授業時間配当表配布

9 月 26 日 （ 月 ） ～ 9 月 28 日 （ 水 ） 後学期仮登録

9 月 30 日 （ 金 ） 後学期履修登録確認表配布

9 月 30 日 （ 金 ） 前学期終了

I 後学期 I 
（平成28年）

l 1 0 月 1 日` （ 土 ） 後学期開始

1 , o 月 3 日 （ 月 ） 後学期授業開始

I 1 0 月 3 日 （ 月 ） ～ 1 0 月 1 7 日 （ 月 ） 登録調整期間

I 1 0 月 9 日 （ 日 ） 琉大祭予備 日

I 1 2 月 1 日 （ 木 ） 推薦入試 （ 休講 ）

1 1 2 月 23 日 （ 金 ） ～ 1 月 4 日 （ 水 ） 冬季休業

（平成29年）

I l 月 5 日 （ 木 ） 後学期後半授業開始

I l 月 1 0 日 （ 火 ） 月 曜 日 授業振替え ( ※ 4)

I l 月 1 3 日 （ 金 ） セ ン タ ー 試験準備 （ 休講 ）

I l 月 1 4 日 （ 土 ） ～ 1 月 1 5 日 （ 日 ） 大学入試セ ン タ ー 試験

l 2 月 6 日 （ 月 ） ～ 2 月 1 0 日 （ 金 ） 後学期試験期 間 ( ※ 2 )

l 2 月 1 3 日 （ 月 ） 英語全学統一テ ス ト ( ※ 5 )

I 2 月 1 4 日 （ 火 ）、 2 月 1 5 日 （ 水 ） 予備 日 ( ※ 3 )

I 2 月 1 6 日 （ 木 ） 英語全学統一 テ ス ト 予備 日,, ( ※ 5 ) 

I 2 月 1 7 日 （ 金 ） ～ 3 月 3 1 日 （ 金 ） 春季休業

I 2 月 25 日 （ 土 ） ～ 2 月 26 日 （ 日 ） 一般入試 「 前期 日 程 」

l 3 月 1 2 日 （ 日 ） ～ 3 月 1 3 日 （ 月 ） 一般入試 「 後期 日 程 」

I 3 月 24 日 （ 金 ） 卒業式

1 3 月 3 1 日 （ 金 ） 学年及び後学期終了

※ l : 医学部医学科第2年次以降の学年暦はこの学年麿に準じ、 医学部において定める。

※ 2 ： 試験期間は期末試験や補講を行う。

※ 3 ： 予備日は台風等で全学休講になった日の授業又は定期試験を行う。

※ 4 : 7月 4 日 （ 月 ） は木昭日の振替日、 1 月l O 日 （ 火 ） は月曜日の振替日とし、

他の曜日の講義 試験 補講 実習等は行わない。
m 5 ： 前学期は大学英語の受講者が対象。 後学期は前学期未履修者及び3年次が対象。

1 大学からのお知らせ I 
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授業料の納入について 〇授業料納入期限

• R..�<i�

'.

、をこ利用 ください。

ヽ
後 学 期

口座振替に関する問い合わせ先

琉球大学財務部経理課収入・ 支出係

前 学 期

4月 3 0 日 1 0月 3 1 日
期限内に必ず納めてください。 大学での教育は皆様の授業料で賄われておリます。

※授業料の口座振替日が休日の場合は、 金融機関の翌営業日に振替します。

※授業料免除申請者は、 結果がでるまで徴収が猶予されます。

※期限後、 苔促をしてもなお未納の場合は除籍になりますので、 特にこ•注意ください。

［電話番号］ 098-895-8058

授業料の金額については、 下記を参照ください。
【大学公式ホー ムペー ジ】 →Contentsの 【学生生活】 → 【授業料・ 入学料等の金額 について [PDF] 】

http ://www. u-ryu ky u .a c.j p/i nte rn a I/ c a m p  u s_l if e/ sch oo lfees/ sch oo lfe es.  pd f 

保護者の皆様へ

本誌は、 入学時に登録された学生の保護者等の住所へ送付しております。
住所変更等がこ‘ざいましたら、 学生本人から、 学生の所屈する学部の窓口まで届け出るようお願い します。

琉大ニュースレターは琉球大学公式ホームページでもご覧になれます。 h t t p ://ww w . u - r y u k y u . a c .j p /  

【大学公式ホームページ】→ 【大学情報】 → 【広報】→ 【琉大ニュースレタ ー】
携帯電話で下記の Q R コ ー ドを読み込むと、 琉球大学の入試情報ケータイサイ ト にアクセスできます。

※ バーコー ドリーダー機能付きの携帯電話で読み取れます。 「琉球大学入試情報ケータイサイト」 http:/ /daigakujc.jp/u-ryu kyu/ 
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